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は
じ
め
に

「
辺
境
」
は
、「
本
土
」
の
目
線
が
あ
っ
て
始
め
て
成
立
す
る
概
念
で
あ
る
。「
辺

境
」
に
対
す
る
お
お
か
た
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
地
理
的
に
は
中
心
か
ら
隔
絶
し
た
地
で

あ
り
、
文
化
的
に
は
都
と
異
な
る
鄙
び
た
風
俗
を
固
持
す
る
化
外
の
地
、
と
い
う
具

合
に
否
定
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
そ
の
地
が
異
国
・
異
域
と
接
し
て

い
る
場
合
は
、
外
国
の
珍
し
い
産
物
を
も
た
ら
す
窓
口
と
し
て
、
若
干
の
憧
憬
が
込

め
ら
れ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
日
本
で
い
え
ば
対
馬
、
朝
鮮
で
い
え
ば

済
州
島
が
、
そ
う
し
た
異
産
異
貢
の
「
辺
境
」
の
地
に
該
当
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
「
辺
境
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
主
体
は
、「
本
土
」
の
都
に
居

住
す
る
者
、
な
い
し
は
中
央
か
ら
そ
の
地
に
下
向
し
た
地
方
官
や
旅
行
者
で
あ
る
こ

と
が
多
い
〔
藤
田
・
李
・
河
原
二
〇
〇
一
〕。
こ
れ
と
比
べ
て
、「
辺
境
」
の
人
間
が
「
辺

境
」
の
立
場
か
ら
自
己
認
識
を
展
開
す
る
よ
う
な
史
料
は
、
圧
倒
的
に
少
な
い
。
換

言
す
れ
ば
、「
見
る
人
」
の
立
場
に
よ
る
記
述
の
方
が
、「
見
ら
れ
る
」
立
場
の
人
間

の
記
述
の
量
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
見
る
人
」
も
「
見
ら
る
る

人
」
も
諸も
ろ

共と
も

に
、
如に
ょ

露ろ

亦や
く

如に
ょ

電で
ん

に
「
辺
境
」
を
是か

く
の
如ご
と

く
観み

て
語
る
史
料
は
、
ま

こ
と
稀
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
弘
化
閣
記
」
は
、
右
の
条
件
を
充
足
し
て

い
る
史
料
で
あ
る
。
そ
の
撰
文
者
で
あ
る
高
得
宗
は
、
済
州
島
と
い
う
「
辺
境
」
出

身
者
で
、
か
つ
都
で
異
例
の
出
世
を
遂
げ
た
高
官
で
あ
り
、
土
地
の
有
力
者
の
子
孫

と
し
て
何
度
も
漢
城
と
済
州
島
を
往
復
し
た
人
物
で
あ
る
。「
弘
化
閣
記
」
は
、
弘

化
閣
と
い
う
済
州
島
の
官
衙
建
築
の
竣
工
を
記
念
し
て
撰
文
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。

そ
こ
で
高
得
宗
は
、
己
を
済
州
島
の
「
郷き
ょ
う
じ
ん

人
」
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
都み
や
こ
び
と

人
の
視
点

も
交
え
つ
つ
、
う
ま
し
我
が
故
郷
を
熱
く
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
複
眼
的
な
視
座

を
も
っ
て
作
ら
れ
た
「
辺
境
」
史
料
と
し
て
、
本
史
料
は
極
め
て
貴
重
で
あ
り
、
紹

介
す
る
に
価
す
る
と
思
わ
れ
る
。

一　

高
得
宗
に
つ
い
て

高
得
宗
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
高
橋
公
明
が
詳
し
く
論
考
し
て
い
る
〔
高

橋
一
九
九
〇
〕。
そ
の
成
果
を
も
と
に
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
所
収
の
関
連
記
事
を
再
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検
討
し
つ
つ
、
ま
ず
は
高
得
宗
の
生
涯
を
概
説
し
た
い
。
な
お
典
拠
の
『
実
録
』
の

掲
載
箇
所
は
、『
太
宗
実
録
』
太
宗
七
年
五
月
辛
酉
（
八
日
）
条
の
場
合
は
、（『
太

宗
』
7
年
5 

8
辛
酉
）
の
如
く
以
後
略
記
す
る
。

『
国
朝
榜
目
』
に
よ
れ
ば
、
高
得
宗
は
、
字
は
子
傅
、
本
貫
は
済
州
で
、
父
は
高

鳳
智
と
言
い
、
太
宗
十
四
年
（
一
四
一
四
）
の
甲
午
親
試
乙
科
三
等
を
受
験
し
及
第

し
た
と
言
う
。
高
得
宗
の
祖
父
で
あ
る
髙
臣
傑
、
お
よ
び
叔
父
の
高
鳳
礼
は
、
済
州

島
の
王
族
の
末
裔
で
あ
る
「
星
主
」
と
し
て
、
島
内
に
甚
大
な
勢
力
を
保
っ
て
い
た

（『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
巻
三
十
八
）。
高
鳳
礼
は
、
中
央
政
府
か
ら
右
軍
同
知
摠

制
や
済
州
安
撫
使
に
も
任
命
さ
れ
、
島
内
統
治
に
公
的
に
も
携
わ
っ
て
い
る
（『
太

宗
』
7
年
5 

8
辛
酉
、
10
年
5 

4
庚
午
）。
高
鳳
礼
は
一
四
一
一
年
に
没
し
（『
太

宗
』
11
年
11 

29
丙
戌
）、
そ
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
高
得
宗
は
、
恐
ら
く

叔
父
の
た
め
に
三
年
の
喪
に
服
し
、
喪
が
明
け
た
一
四
一
三
年
に
済
州
島
都
安
撫
使

か
ら
「
孝
子
」
と
し
て
褒
賞
さ
れ
て
い
る
（『
太
宗
』
13
年
6 

11
戊
午
）。
な
お
こ
の

時
、
彼
は
生
員
の
肩
書
き
を
有
し
て
お
り
、
文
科
の
前
段
階
の
科
挙
で
あ
る
生
員
科

に
及
第
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
四
一
四
年
の
文
科
及
第
後
、
彼
は
居
を
漢
城

に
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
四
一
七
年
に
成
均
館
注
簿
に
、
一
四
一
八
年
に
は
司
醞

署
令
に
な
っ
て
お
り
、
米
や
木
綿
や
女
服
を
金
銀
と
交
易
す
る
た
め
、
後
者
の
肩
書

き
に
て
漢
城
か
ら
済
州
島
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
（『
太
宗
』
17
年
5 

11
丙
寅
、
18
年

6 

26
乙
巳
）。
彼
は
ま
た
、
一
四
一
八
年
に
は
済
州
敬
差
官
、
一
四
一
九
年
に
は
承

文
院
校
理
、
一
四
二
四
年
に
は
奉
常
寺
僉
正
の
肩
書
き
を
も
っ
て
済
州
島
へ
派
遣
さ

れ
て
い
る
が
（『
世
宗
』
即
位
年
10 

22
戊
戌
、
元
年
11 

15
乙
卯
、
6
年
11 
7
戊
寅
）、

こ
れ
は
官
僚
を
そ
の
出
身
地
に
遣
わ
す
こ
と
を
避
け
る
人
事
原
則
か
ら
言
え
ば
、
ま

こ
と
に
異
例
で
あ
る
。
し
か
も
一
四
一
八
年
の
派
遣
時
に
は
、
銀
一
七
七
一
両
を
済

州
島
で
購
入
し
て
漢
城
に
帰
る
な
ど
、
大
々
的
な
交
易
活
動
を
公
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
特
別
待
遇
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
恐
ら
く
こ
う
し
た
こ
と
が
中
央
官
僚
の

嫉
視
と
弾
劾
を
買
う
原
因
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
彼
は
、
済
州
島
に
お
け
る
牧
馬
の
見
識
が
高
い
こ
と
を
買
わ
れ
て
、
武
官
職

の
大
護
軍
の
肩
書
き
を
も
っ
て
、
一
四
二
五
年
に
江
華
島
へ
派
遣
さ
れ
、
適
地
の
選

定
や
所
見
の
提
示
な
ど
を
行
っ
て
い
る
（『
世
宗
』
7
年
10 

26
辛
卯
、
7
年
11 

8
癸

卯
、
9
年
6 

2
己
未
）。
一
四
二
九
年
に
は
、
済
州
島
の
漢
拏
山
周
辺
に
放
牧
場
を

設
け
て
、
官
有
・
私
有
を
問
わ
ず
に
馬
を
放
牧
す
る
よ
う
、
上
護
軍
の
肩
書
き
に

て
上
言
し
て
い
る
が
（『
世
宗
』
11
年
8 

26
庚
子
）、
翌
年
に
は
、
済
州
島
で
起
き
た

官
馬
の
被
害
案
件
に
つ
き
、
故
無
く
連
坐
し
て
笞
刑
を
受
け
る
憂
き
目
に
遭
っ
て
い

る
（『
世
宗
』
12
年
11 

14
辛
亥
）。
ま
た
済
州
島
の
民
政
問
題
に
つ
い
て
、
高
得
宗
は

積
極
的
に
意
見
を
述
べ
て
お
り
、
済
州
島
で
捕
縛
さ
れ
た
「
倭
寇
」
の
殺
害
事
件
に

つ
き
弁
明
し
た
り
（『
世
宗
』
12
年
10 

13
庚
辰
）、
済
州
牛
の
徴
発
計
画
に
つ
き
、
済

州
島
で
は
牛
の
糞
は
田
地
の
肥
料
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
、
こ

れ
を
回
避
し
よ
う
と
働
き
掛
け
て
い
る
（『
世
宗
』
13
年
1 

28
癸
巳
）。
高
得
宗
は

一
四
三
三
年
に
僉
知
中
枢
院
事
、
翌
年
に
は
礼
曹
右
参
議
と
な
る
が
（『
世
宗
』
15

年
12 

2
辛
亥
、
16
年
3 

11
戊
申
）、
丁
度
こ
の
こ
ろ
済
州
島
で
は
ひ
ど
い
旱
魃
被
害

に
遭
っ
て
い
た
よ
う
で
（「
弘
化
閣
記
」）、
高
得
宗
は
済
州
島
へ
の
救
済
策
を
求
め
、

戸
曹
か
ら
雑
穀
七
〇
〇
〇
石
を
送
付
さ
れ
る
こ
と
が
一
四
三
四
年
初
頭
に
認
め
ら

れ
て
い
る
（『
世
宗
』
16
年
1 

30
戊
申
）。
と
こ
ろ
が
済
州
島
の
優
遇
策
を
し
ば
し
ば

求
め
る
高
得
宗
の
態
度
は
、
司
憲
府
な
ど
の
弾
劾
機
関
か
ら
疑
い
の
目
を
招
い
た
。

一
四
三
四
年
、
済
州
島
の
牧
馬
を
め
ぐ
る
高
得
宗
の
提
言
が
、「
撫ぶ

綏す
い

の
恩
を
顧か
え
りみ

ず
、
反か
え

っ
て
利
己
の
計
を
懐い
だ

く
（
民
を
慈
し
み
安
ん
じ
る
国
家
の
恩
を
顧
み
ず
、
逆

に
自
己
の
利
益
を
得
よ
う
と
心
指
す
）」
も
の
と
非
難
さ
れ
、
礼
曹
参
判
を
罷
免
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（『
世
宗
』
16
年
6 

19
甲
子
）。
こ
れ
に
対
し
て
高
得
宗
は
、
批

判
を
浴
び
た
漢
拏
山
周
辺
の
地
は
放
牧
地
と
し
て
適
し
て
い
る
こ
と
、
官
馬
の
被
害

が
出
た
の
は
馬
泥
棒
（
馬
賊
）
や
旱
魃
に
原
因
が
あ
る
こ
と
、
等
々
の
抗
弁
を
試
み

る
が
（『
世
宗
』
16
年
6 

30
乙
亥
）、
司
憲
府
は
「
自
己
の
非
を
念お

も

わ
ず
、
以
て
上
言

し
て
咎と
が

を
本
府
に
帰
す
る
に
至
る
（
己
の
誤
り
を
認
め
ず
、
国
王
殿
下
に
意
見
し
て
、

罪
を
司
憲
府
に
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
）」
と
弾
劾
し
、
さ
ら
な
る
重
罰
を
求

め
る
に
至
っ
た
（『
世
宗
』
16
年
7 

1
丙
子
）。
そ
う
し
た
逆
境
の
中
で
も
、
済
州
島



［高得宗「弘化閣記」について］……米谷 均

227

で
公
私
の
牛
馬
を
盗
殺
す
る
輩
は
平
安
道
へ
強
制
移
住
す
べ
し
、
と
い
う
強
硬
案
に

対
し
、
高
得
宗
は
、
牛
馬
の
盗
殺
が
横
行
す
る
背
景
に
は
近
年
の
凶
作
が
あ
る
、
と

述
べ
、
強
制
移
住
は
悪
質
な
輩
の
み
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
緩
和
策
を
上
言

し
て
い
る
（『
世
宗
』
16
年
8 

28
壬
申
）。
こ
の
よ
う
に
彼
の
提
言
は
、
常
に
済
州
島

民
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
王
世
宗
も
ま
た
、
彼
を
深
く
信

任
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
世
宗
と
高
得
宗
の
信
頼
関
係
が
、
司
憲
府
な
ど

の
弾
劾
機
関
に
か
え
っ
て
強
い
反
感
を
招
く
結
果
を
も
た
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。

一
四
三
五
年
、
高
得
宗
は
礼
曹
参
議
に
復
帰
し
た
（『
世
宗
』
17
年
2 

6
戊
申
）。

し
か
し
二
年
後
の
正
統
二
年
（
一
四
三
七
）
正
月
十
六
日
の
年
紀
を
持
つ
「
弘
化
閣

記
」
に
は
、「
郷
人
前0

礼
曹
参
議
高
得
宗
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
あ

る
い
は
再
び
免
職
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
年
冬
、
高
得
宗
は
僉
知
中
枢
院
事
に

叙
任
さ
れ
、
翌
年
初
頭
に
も
同
職
の
叙
任
記
事
が
あ
る
（『
世
宗
』
19
年
10 

24
庚
辰
、

20
年
1 

24
己
酉
）。
一
四
三
八
年
に
は
高
得
宗
は
戸
曹
参
議
と
な
っ
て
お
り
、
同
年
、

種
馬
五
〇
匹
を
明
に
献
上
す
る
管
押
使
と
し
て
、
元
旦
を
祝
賀
す
る
正
朝
使
と
と
も

に
北
京
へ
出
発
し
た
（『
世
宗
』
20
年
1 

24
己
酉
）。
こ
の
使
節
は
翌
一
四
三
九
年
に

帰
国
を
遂
げ
る
が
（『
世
宗
』
21
年
2 

23
壬
申
）、
同
行
し
た
義
州
通
事
が
明
で
受
領

す
べ
き
賞
賜
品
を
、
高
得
宗
が
自
分
の
庶
子
に
受
け
取
ら
せ
た
こ
と
は
不
正
で
あ
る

と
、
司
憲
府
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
、
戸
曹
参
議
を
罷
免
さ
れ
た
（『
世
宗
』
21
年
4 

15
壬
辰
）。
高
得
宗
に
対
す
る
攻
撃
は
、
刑
曹
や
司
諌
院
も
加
わ
っ
て
増
幅
さ
れ
、

僉
知
中
枢
院
事
の
辞
令
書
（
告
身
）
剥
奪
が
決
定
さ
れ
た
（『
世
宗
』
21
年
4 
20
丁

酉
）。
し
か
し
結
局
、
告
身
は
返
還
さ
れ
、
日
本
へ
派
遣
さ
れ
る
通
信
使
に
任
命
さ

れ
た
（『
世
宗
』
21
年
4 

29
丙
午
）。
そ
の
後
も
司
憲
府
の
弾
劾
が
し
つ
こ
く
続
い
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
高
得
宗
の
通
信
使
任
命
は
、
外
国
へ
送
り
出
す
こ
と
で
彼

へ
の
弾
劾
熱
を
冷
ま
そ
う
と
す
る
世
宗
の
計
ら
い
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
後
、

高
得
宗
は
通
信
使
団
員
の
遵
守
規
定
を
報
告
し
、
世
宗
に
謁
見
し
て
日
本
国
王
あ
て

国
書
を
受
領
し
、
さ
ら
に
世
宗
か
ら
直
に
書
を
賜
っ
て
使
命
の
本
分
を
伝
え
ら
れ
て

い
る
（『
世
宗
』
21
年
7 

3
己
酉
、
7 

11
丁
巳
、
7 

12
戊
午
）。
翌
一
四
四
〇
年
、
高

得
宗
一
行
は
無
事
に
帰
国
し
、
世
宗
の
引
見
を
受
け
た
（『
世
宗
』
22
年
5 

25
丙
寅
）。

そ
し
て
高
得
宗
は
、
対
馬
島
民
の
孤
草
島
へ
の
釣
魚
を
許
す
よ
う
島
主
宗そ
う

貞さ
だ

盛も
り

が
懇

望
し
た
旨
を
政
府
に
伝
え
、
議
政
府
に
よ
っ
て
審
議
が
始
め
ら
れ
た
（『
世
宗
』
22

年 

5 

29
庚
午
、
6 

12
壬
午
）。
こ
れ
は
翌
一
四
四
一
年
、「
釣
魚
禁
約
」
と
し
て
実
を

結
（
1
（

び
、
対
馬
島
民
の
孤
草
島
（
巨
文
島
と
推
定
）
へ
の
出
漁
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
一
方
、
通
信
使
副
使
の
尹
仁
甫
の
願
い
を
聞
い
て
、
彼
の
妾
の
弟
で
あ
る
辛

卜
と
い
う
金
海
の
官
奴
を
偽
っ
て
乗
船
さ
せ
た
こ
と
が
司
憲
府
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
、

ま
た
も
高
得
宗
は
弾
劾
を
蒙
っ
た
（『
世
宗
』
22
年
6 

18
戊
子
）。
し
か
し
処
罰
は
免

れ
、
一
四
四
一
年
に
は
同
知
中
枢
院
事
に
昇
進
し
て
い
る
（『
世
宗
』
23
年
6 

11
丙

子
）。
し
か
し
同
年
、
高
得
宗
が
義
禁
府
提
調
に
任
命
さ
れ
た
時
、
通
信
使
に
同
行

し
た
辛
卜
の
一
件
が
蒸
し
返
さ
れ
て
、
最
終
的
に
は
こ
の
任
用
は
撤
回
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
（『
世
宗
』
23
年
7 

17
辛
亥
）。

一
四
四
一
年
、
同
知
中
枢
院
事
か
ら
中
枢
院
副
使
に
叙
せ
ら
れ
て
い
た
高
得
宗

は
、
明
の
皇
帝
の
誕
生
を
慶
賀
す
る
聖
節
使
に
任
命
さ
れ
た
が
、
ま
た
し
て
も
司

憲
府
か
ら
強
い
反
対
意
見
が
起
こ
さ
れ
た
（『
世
宗
』
23
年
8 

4
戊
辰
、
8 

5
己
巳
、

8 

7
辛
未
）。
世
宗
は
こ
れ
を
全
て
却
下
し
、
高
得
宗
ら
聖
節
使
一
行
を
引
見
し
て

明
に
送
り
出
し
た
（『
世
宗
』
23
年
8 

13
丁
丑
）。
し
か
し
一
行
は
帰
国
後
、
逮
捕
さ

れ
て
義
禁
府
に
収
監
さ
れ
た
。
高
得
宗
が
世
宗
の
病
状
を
礼
部
尚
書
に
漏
ら
し
、
皇

帝
か
ら
の
薬
の
下
賜
を
勝
手
に
求
め
た
こ
と
、
お
よ
び
朝
鮮
の
国
境
地
帯
を
荒
ら
す

女
真
族
へ
の
討
伐
を
、
明
に
独
断
専
行
で
求
め
た
こ
と
、
等
の
罪
が
問
わ
れ
た
た

め
で
あ
る
（『
世
宗
』
23
年
閏
11 

20
癸
未
）。
重
罪
を
求
め
る
義
禁
府
や
司
憲
府
に
対

し
、
世
宗
は
高
得
宗
の
み
黄
海
道
江
陰
県
に
配
流
と
し
、
他
の
団
員
の
罪
は
問
わ
な

い
と
の
決
定
を
下
し
た
（『
世
宗
』
23
年
12 

15
丁
未
）。
こ
の
後
、
女
真
問
題
の
調
査

の
た
め
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
た
明
使
の
呉
良
か
ら
、
高
得
宗
の
釈
放
要
請
が
行
わ
れ
た

り
（『
世
宗
』
24
年
1 

22
甲
申
）、
ま
た
は
世
宗
が
高
得
宗
の
処
罰
軽
減
を
命
じ
た
こ

と
に
対
し
、
司
憲
府
ら
廷
臣
が
延
々
と
反
対
意
見
を
開
陳
し
た
り
し
た
（『
世
宗
』

24
年
6 

9
壬
辰
、
6 
10
癸
巳
、
6 

11
甲
午
、
6 

13
丙
申
）。
結
局
、
高
得
宗
に
対
す
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る
処
罰
は
、
漢
城
入
城
は
不
可
で
あ
る
が
行
動
の
自
由
を
一
定
程
度
認
め
る
「
外
方

従
便
」
刑
に
決
し
（『
世
宗
』
25
年
6 

13
丙
申
）、
二
年
後
の
一
四
四
五
年
に
、
晴
れ

て
釈
放
と
な
っ
た
（『
世
宗
』
27
年
5 

22
乙
未
）。

一
四
四
七
年
、
高
得
宗
は
転
運
使
と
い
う
漕
運
部
門
の
臨
時
職
に
任
命
さ
れ
、
同

時
に
同
知
中
枢
院
事
に
叙
せ
ら
れ
た
（『
世
宗
』
29
年
10 

4
壬
戌
）。
高
得
宗
は
海
路

に
詳
し
い
と
い
う
評
判
が
、
任
命
理
由
だ
っ
た
の
よ
う
で
、
監
督
困
難
を
理
由
に
陸

路
の
運
輸
を
高
得
宗
が
主
張
し
た
場
合
は
、
水
路
を
使
う
べ
し
と
か
え
っ
て
意
見
を

退
け
ら
れ
て
い
る
（『
世
宗
』
30
年
3 

16
辛
丑
）。
一
四
四
八
年
に
彼
は
漢
城
府
尹
と

な
る
が
（『
世
宗
』
30
年
12 

1
癸
丑
）、
引
き
続
き
転
運
使
を
兼
任
し
て
お
り
、
朝
鮮

北
部
の
貢
米
の
漕
運
に
つ
い
て
、
世
宗
の
諮
問
に
答
え
て
い
る
（『
世
宗
』
31
年
9 

5
壬
午
、
9 

17 

午
）。
こ
の
年
の
一
四
四
九
年
、
高
得
宗
は
明
に
向
か
う
正
朝
使
に

再
度
任
命
さ
れ
た
が
、
富
商
の
子
を
己
が
奴
僕
と
偽
っ
て
同
行
し
よ
う
と
し
た
こ
と

が
司
憲
府
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
、
こ
の
任
命
は
取
り
消
さ
れ
た
（『
文
宗
』
即
位
年

10 

14
甲
申
、
11 

16
丙
辰
）。
以
後
も
高
得
宗
は
「
兵
船
を
漕
運
船
に
転
用
す
べ
か
ら

ず
」「
我
が
国
の
造
船
は
未
熟
で
あ
る
」
等
々
、
漕
運
や
船
舶
に
つ
き
所
見
を
政
府

に
提
出
し
て
い
る
が
（『
文
宗
』
即
位
年
12 

8
戊
寅
、
1
年
5 

25
壬
戌
）、
一
四
五
〇

年
に
、
漕
運
の
不
手
際
に
よ
る
貢
米
腐
蝕
の
責
任
者
と
し
て
高
得
宗
の
名
が
あ
げ

ら
れ
て
以
降
、
彼
に
関
す
る
記
述
は
途
絶
え
る
（『
文
宗
』
1
年
8 

27
壬
辰
）。
そ
の

十
年
後
の
一
四
六
〇
年
、
原
従
三
等
功
臣
と
し
て
記
録
さ
れ
た
官
僚
た
ち
の
名
簿

の
中
に
、
す
で
に
卒
去
し
た
人
物
と
し
て
高
得
宗
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（『
世

祖
』
6
年
5 

25
庚
子
）。
彼
の
卒
伝
は
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

死
後
に
文
集
も
編
纂
さ
れ
て
い
な
い
た
め
年
譜
も
無
く
、
正
確
な
没
年
は
確
定
で
き

な
い
。
一
九
七
九
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
耽
羅
星
主
遺
事
』
な
る
書
物
に
よ
れ
ば
、
彼

の
生
年
は
一
三
八
八
年
、
没
年
は
一
四
五
二
年
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
彼
の
子
息
の

う
ち
四
名
は
文
科
を
受
験
し
、
高
承
顔
は
一
四
二
六
年
に
、
高
台
弼
は
一
四
五
一
年

に
、
高
台
翼
は
一
四
五
四
年
に
、
高
台
鼎
は
一
四
五
九
年
に
及
第
し
て
お
り
、
高
台

弼
は
開
城
留
守
監
司
に
、
高
台
翼
は
奉
常
寺
正
の
官
職
に
至
っ
て
い
る
（『
国
朝
榜

目
』、『
耽
羅
誌
』
乾
）。

高
橋
公
明
に
よ
れ
ば
、
高
得
宗
の
世
代
の
済
州
島
人
で
、
中
枢
院
副
使
（
従
二

品
）
な
ど
、
正
三
品
上
班
以
上
の
堂
上
官
に
叙
任
さ
れ
た
人
物
は
、
彼
が
唯
一
で
あ

る
と
い
う
〔
高
橋
一
九
九
〇
〕。
ま
さ
に
故
郷
の
出
世
頭
で
あ
っ
た
。
二
度
に
渉
る
明

へ
の
使
行
と
日
本
使
行
を
一
回
経
験
し
、
礼
曹
参
議
・
戸
曹
参
議
・
漢
城
府
尹
な
ど

の
顕
官
を
歴
任
し
た
。
異
例
の
出
世
を
遂
げ
、
国
王
世
宗
の
信
認
も
厚
い
「
辺
境
」

出
身
者
の
高
得
宗
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
中
央
官
界
の
嫉
視
と
反
感
を
大
い
に
買
い
、
司

憲
府
な
ど
か
ら
弾
劾
を
蒙
る
こ
と
九
回
に
及
ん
だ
。
な
お
高
得
宗
は
、
私
的
な
請
託

や
褒
賞
の
横
領
容
疑
、
な
い
し
は
商
人
と
の
癒
着
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
行
為
を
た
び

た
び
犯
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
脇
の
甘
い
」
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
交
易

や
流
通
に
関
す
る
彼
の
積
極
的
な
提
言
と
併
せ
て
考
慮
す
る
と
、
さ
も
あ
り
な
ん
と

思
わ
せ
る
面
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
。

二　

高
得
宗
「
弘
化
閣
記
」（
一
四
三
七
年
）
の
紹
介

二
〇
〇
二
年
十
二
月
に
復
元
工
事
が
完
成
し
た
済
州
牧
官
衙
（
済
州
市
観
徳
路

二
五
）
の
敷
地
に
は
、
弘
化
閣
と
い
う
単
層
・
入
母
屋
造
り
の
建
物
が
立
っ
て
い

る
。
現
地
発
行
の
案
内
書
に
よ
れ
ば
、
一
四
三
五
年
に
崔
海
山
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
、
一
六
四
八
年
と
一
七
七
二
年
に
修
造
さ
れ
た
後
、
一
八
二
九
年
に
改
建
さ
れ
て

一
九
四
〇
年
に
撤
去
さ
れ
た
と
言
う
。
こ
の
建
物
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
扁
額
「
弘
化

閣
」
と
記
板
「
弘
化
閣
記
」
は
、
現
在
、
高
・
梁
・
夫
三
姓
祠
財
団
が
経
営
す
る
三

姓
穴
（
同
市
三
姓
路
二
二
）
展
示
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
扁
額
「
弘
化
閣
」
は
、

横
一
六
三
㎝
、
縦
六
五
・
六
㎝
、
厚
三
㎝
の
白
い
板
に
黒
い
三
字
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
た
も
の
で
、
済
州
特
別
自
治
道
有
形
文
化
財
第
三
二
号
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
弘
化
閣
記
」
は
、
横
二
六
三
㎝
、
縦
六
七
・
五
㎝
、
厚
三

㎝
の
黒
い
板
に
白
い
文
字
を
刻
ん
だ
も
の
で
、
道
有
形
文
化
財
第
一
五
号
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
記
文
を
刻
ん
だ
板
の
周
り
に
唐
草
文
様
の
縁
が
施
さ
れ
、
補
強
の
た
め

の
板
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
記
文
を
刻
字
し
た
板
は
、
大
き
な
三
本
ほ
ど
横
に
走
っ
て
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い
る
が
、
幸
い
文
字
を
判
読
す
る
際
の
支
障
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

「
弘
化
閣
記
」
に
は
「
正
統
二
年
丁
巳
孟
春
既
望
」
す
な
わ
ち
世
宗
十
九
年

（
一
四
三
七
）
正
月
十
六
日
の
年
紀
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
記
文
を
刻
む
板
は
相
当
に

古
び
て
お
り
、
右
の
年
紀
に
作
成
さ
れ
た
貴
重
な
十
五
世
紀
の
遺
物
で
あ
る
可
能
性

は
あ
る
が
、
確
証
は
無
い
。
ま
ず
は
そ
の
原
文
を
翻
刻
掲
載
し
た
後
、
読
み
下
し
と

現
代
語
訳
を
左
記
の
よ
う
に
示
し
た
い
。
な
お
通
読
の
便
宜
の
た
め
、
固
有
名
詞
に

は
左
傍
線
を
引
き
、
必
要
に
応
じ
て
右
傍
注
を
施
し
た
。

《
原
　
文
》

　
　
　
　

弘
化
閣
記

　
　

 

州
邈
居
南
海
之
中
、
維
嶽
嵩
高
峻
極
于
天
、
號
曰
漢
拏
、
以
其
雲
漢
可
拏
也
、

別
號
圓
山
、
以
其
穹
窿
而
圓
也
、
州
名
曰
濟
州
、
至
丙（
一
四
一
六
年
）

申
歳
、
岐
而
三
之
、
東

曰
旌
義
、
西
曰
大
靜
、
以
分
其
治
焉
、
其
在
昔
時
、
或
稱
東
瀛
洲
、
或
稱
乇

扁額「弘化閣」と「弘化閣記」

「弘化閣記」冒頭
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羅
、
或
稱
耽
羅
、
随
代
而
改
、
載
在
史
策
、
可
見
矣
、
厥
初
無
人
、
神
子
三

人
、
從
地
湧
出
、
至
新
羅
時
、
始
自
歸
附
、
歳
修
職
貢
、
垂
千
百
年
于
茲
矣
、

及
我

　
　

本
朝
益
被

聖
主 

文
明
之
化
、
懷
柔
之
德
、
風
移
俗
易
、
民
安
土
著
久
矣
、
歳
在
癸（
一
四
三
三
年
）

丑
、
自
其
年

秋
至
翌
年
夏
、
不
雨
而
旱
、
山
川
滌
々
、
百
物
凋
耗
、
人
飢
馬
斃
、
不
知
其
幾

矣
、

宸
念 

軫
慮
、
命
廷
臣
、
若
曰
、
濟
州
之
地
、
為
我
附
庸
、
良
馬
之
出
、
異
貢
之
産
、

國
有
頼
焉
、
而
其
地
薄
民
貧
、
海
寇
絡
繹
、
草
賊
竊
発
、
控
禦
為
難
、
予（
世
宗
）素

難
其
守
矣
、
近
因
旱
暵
、
連
歳
凶
歉
、
民
多
飢
饉
、
予（
世
宗
）甚

恤
焉
、
況
隔
海
外
尤

遠
、
於
堂
下
、
民
之
休
戚
、
政
之
得
失
、
豈
予（
世
宗
）耳

目
之
所
能
及
知
乎
、
宜
於
兩

府
之
賢
、
文
武
方
略
、
威
恵
並
著
者
、
慎
簡
以
聞
、
於
是
擧
、
前
工
曹
參
判
益

陽
崔（

崔
　
海
　
山
（

公
海
山
、
以
聞

上
心
載
悦
、
以
為
允
當
、
即
於
甲（
一
四
三
四
年
）

寅
秋
八
月
初
七
日
、

　

命
下
為
都
按（

安
（撫

使
兼
判
牧
事
、
公（
崔
海
山
）聞

命
之
日
、
詣

闕 

以
謝
、
畧
無
憚
色
、
卜
日
以
行
、
及
下
舟
之
初
、
先
以
救
荒
之
政
、
汲
々
於

心
、
哀
矜
惻
怛
、
煦
濡
撫
摩
、
以
賑
民
生
、
使
呻
吟
者
、
變
為
謳
歌
、
餓
莩

者
、
登
於
仁
壽
、
審
理
冤
抑
、
獄
不
滞
訟
、
宣
揚
教
化
、
民
知
禮
義
、
以
至
牧

馬
之
術
、
禦
寇
之
備
、
興
學
勸
農
、
救
灾
恤
患
、
治
人
之
道
、
筭
無
餘
策
、
而

且
事
神
以
誠
、
齋
心
滌
慮
、
凢
有
祈
祭
尽
心
、
明
享
以
致
神
格
、
及
明
年
、
風

雨
時
若
、
禾
乃
登
場
、
民
樂
鼓
腹
、
馬
大
蕃
息
、
我

殿
下 

、
簡
賢
之
恩
、
深
且
至
矣
、
公（
崔
海
山
）以

事
輯
人
和
、
欲
修
葺
舘
宇
之
頽
圯
、
而
重
其

事
、
未
暇
為
也
、
適
營
失
火
、
歎
無
所
居
、
只
役
髠
頂
者
及
入
番
之
輩
、
乃

取
破
寺
材
瓦
、
先
起
燕
寝
之
室
・
琴
堂
・
浴
房
・
庖
厨
・
廊
舎
、
厥
位
乃
備
小

西
、
而
竪
宇
三
楹
、
以
為
便
政
之
堂
、
左
右
各
有
廊
、
以
為
分
房
、
案
牘
之

所
、
又
其
西
建
閣
三
楹
、
補
以
重
簷
、
其
規
宏
而
密
、
其
制
壮
而
麗
、
處
之

巍
々
、
望
之
翼
々
、
塗
墍
丹
艧
、
奐
輪
可
覩
、
其
南
置
半
刺
賛
政
之
堂
、
其
北

置

　

献
馬
立
養
之
厩
、
東
置
營
庫
、
西
置
燠
室
、
以
藏

　

進 

膳
之
物
、
又
其
南
外
別
構
樓
門
、
下
通
出
入
、
上
懸
鍾
鼓
、
以
設
更
漏
之
備
、

東
藥
庫
・
西
纛
所
、
東
西
對
峙
、
皆
繚
以
垣
墻
、
既
礲
且
堅
、
凢
為
屋
計
共

二
百
有
六
間
、
而
毎
屋
別
起
不
相
接
連
、
所
以
備
火
灾
也
、
其
經
營
位
置
制

作
得
宜
、
皆
出
於
公（
崔
海
山
）之

指
畫
矣
、
公（
崔
海
山
）一

日
出
坐
閣
上
、
召
集
郷
中
父
老
、
以
落

其
成
、
且
圖
所
以
名
之
也
、
或
有
言
曰
、
濟
為
州
、
北
枕
巨
海
、
浩
々
蕩
々
、

一
目
千
里
、
南
對
崇
岳
、
鬱
々
葱
々
、
四
時
一
色
、
冬
無
苦
寒
、
夏
多
涼
風
、

家
々
橘
柚
、
處
々
驊
騮
、
風
雲
之
状
、
月
露
之
形
、
朝
暮
變
化
、
千
萬
其
態
、

而
承

　

命 

于
茲
者
、
登
於
斯
、
休
於
斯
、
山
翠
濤
聲
、
常
分
於
几
案
之
上
、
奇
卉
異
草
、

悉
萃
乎
顧
眄
之
間
、
古
有
樓
而
名
萬
景
者
此
也
、
幸
今
有
閣
、
宜
復
萬
景
之

名
、
公（
崔
海
山
）曰

、
不
然
、
予（
崔
海
山
）之

建
閣
非
為
翫
景
也
、
非
為
遊
觀
也
、
昔
文
王
之
時
、

周
公
治
於
内
、
召
公
治
於
外
、
化
之
及
人
、
如
風
之
動
、
漸
之
被
之
曁
之
、
而

當
世
之
人
、
莫
不
鼓
舞
於
德
化
、
變
易
其
氣
質
、
豈
非
二
公
賛
襄
弘
化
之
致

歟
、
方
今

聖
明 

在
上
、
元
臣
碩
輔
、
同
寅
恊
恭
、
急
於
求
賢
、
分
遣
外
治
、
然
猶
惠
澤
未
窮
、

治
化
未
洽
者
、
委
任
或
非
其
人
、
奉
行
未
盡
其
理
也
、
凢
分

　

憂
者
、
日
登
此
閣
、
無
佚
遊
、
無
縦
欲
、
思
盡
委
任
之
責
、
常
以
弘

王
化 

、
達
民
情
為
心
、
則
周
之
治
、
可
復
見
於
今
日
、
而
濟
之
民
、
當
受
福
於
無
窮

矣
、
然
則
盍
以
弘
化
名
此
閣
乎
、
於
是
聞
者
、
咸
拜
而
謝
曰
、
公（
崔
海
山
）之

命
名
、
能

使
後
之
継
々
者
、
益
有
所
勉
、
而
吾
民
之
永
被

　

仁 

化
者
、
益
可
保
矣
、
遂
退
而
請
予（
高
得
宗
）書

弘
化
閣
三
字
、
以
掲
之
、
且
請
為
記
以
垂

後
来
、
予（
高
得
宗
）郷

人
也
、
義
不
可
辭
、
故
不
揆
鄙
拙
、
而
為
之
記

　
　
　
　
　

詩
曰
、

　
　
　

漢
拏
山
峻
駕
鼇
頭　
　

鼓
角
五
更
無
事
暁
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山
下
城
居
作
巨
州　
　

謳
歌
十
里
大
平
秋

　
　
　

甘
棠
恵
化
医
民
𢊗　
　

傑
閣
翬
飛
宏
制
度

　
　
　

細
柳
威
風
破
賊
愁　
　

後
人
應
説
益（

崔
海
山
（

陽
侯

正（
一
四
三
七
年
）

統
二
年
丁
巳
孟（
一
月
一
六
日
）

春
既
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
人
前
禮
曹
參
議
高
得
宗
記

《
読
み
下
し
》

州
は
邈は
る

か
に
南
海
の
中
に
居
し
、
維た

だ
嶽が
く

は
嵩す
う
こ
う高

に
し
て
、
峻た
か

き
こ
と
天
に
極き
わ

む
。

号
し
て
漢か

ん

拏な

と
曰
う
。
其
の
雲う

ん

漢か
ん

の
拏つ
か

む
べ
き
を
以
て
す
れ
ば
也
。
別
に
円え

ん

山ざ
ん

と
号

す
。
其
の
穹き
ゅ
う
り
ゅ
う

窿
に
し
て
円
た
る
を
以
て
す
れ
ば
也
。
州
名
は
済さ

い

州し
ゅ
うと

曰
う
。
丙（
一
四
一
六
年
）

申
歳

に
至
り
、
岐わ
か

ち
て
之
れ
を
三
つ
に
す
。
東
は
旌せ

い

義ぎ

と
曰
い
、
西
は
大だ

い

静せ
い

と
曰
う
。
以
て

其
の
治ち

を
分
か
ち
た
り
。
其
の
昔
時
に
在
り
て
は
、
或
い
は
東と

う
え
い
し
ゅ
う

瀛
洲
と
称
し
、
或
い

は
乇た

く

羅ら

と
称
し
、
或
い
は
耽た

ん

羅ら

と
称
す
。
代
に
随し
た
がい

改
め
た
る
は
、
載の

せ
て
史し

策さ
く

に
在あ

り
。
見
る
べ
し
。
厥そ

の
初
め
は
人
無な

し
。
神し
ん

子し

三
人
、
地
よ
り
湧ゆ
う

出し
ゅ
つす

。
新し

ん

羅ら

の
時
に

至
り
、
始
め
て
自
ら
帰き

附ふ

し
、
歳
ご
と
に
職し
ょ
っ
こ
う

貢
を
修
む
る
こ
と
、
茲こ
こ

に
千
百
年
に
垂な
ん
なん

と
す
。
我
が
本
朝
に
及
び
、
益ま
す
ます

聖せ
い

主し
ゅ

文
明
の
化
と
懐か
い

柔じ
ゅ
うの

徳
を
被こ
う
むる

。
風
移う
つ

り
俗

易か

わ
り
、
民
は
安
ら
か
に
土
著
す
る
こ
と
久
し
。
歳
癸（
一
四
三
三
年
）

丑
に
在
り
て
、
其
の
年
の
秋

よ
り
翌
年
の
夏
に
至
り
、
雨あ
め

ふ
ら
ず
し
て
旱か
わ

き
、
山
川
滌で
き

々で
き

と
し
て
、
百
物
凋ち
ょ
う
こ
う

耗
し
、

人
飢か
つ

え
馬
斃た
お

る
る
こ
と
、
其
の
幾い
く

ば
く
や
を
知
ら
ず
。
宸し
ん

念ね
ん

軫し
ん

慮り
ょ

し
、
廷
臣
に
命
じ

て
若か

く
曰
く
、「
済さ

い
し
ゅ
う

州
の
地
は
我
が
附ふ

庸よ
う

為た

り
。
良
馬
の
出
と
異い

貢こ
う

の
産
は
、
国
焉こ

れ
に
頼
る
こ
と
有
り
。
而し
か

る
に
其
の
地
は
薄う
す

く
民
は
貧ま
ず

し
く
、
海か
い

寇こ
う

の
絡ら
く

繹え
き

し
、
草そ
う

賊ぞ
く

の
竊ひ
そ

か
に
発
し
て
、
控こ
う

禦ぎ
ょ

す
る
に
難
為た

り
。
予（
世
宗
）、

素も
と
より

其
の
守
る
こ
と
を
難か
た

し
と

す
。
近ち

か

ご
ろ
旱か

ん

暵か
ん

に
因よ

り
、
連れ
ん

歳さ
い

凶き
ょ
う
け
ん

歉
に
し
て
、
民
に
飢
饉
多お
お

し
。
予（
世
宗
）、

甚は
な
はだ

焉こ

れ

を
恤あ
わ

れ
む
。
況い
わ

ん
や
海
外
を
隔へ
だ

つ
こ
と
尤も
っ
とも

遠
け
れ
ば
、
堂
下
に
於
い
て
、
民
の
休き
ゅ
う

戚せ
き

、
政
の
得と
く

失し
つ

、
豈あ

に
予（
世
宗
）の

耳じ

目も
く

の
能よ

く
知
り
及
ぶ
所
か
。
宜よ
ろ

し
く
両り

ょ
う
ふ府

の
賢け
ん

に
於

い
て
、
文
武
の
方ほ
う

略り
ゃ
く、

威
恵
並な

べ
て
著あ
き

ら
か
な
れ
ば
、
慎し
ん

簡か
ん

し
て
以
て
聞ぶ
ん

す
べ
し
」

と
。
是
の
挙
に
於
い
て
、
前
工こ

う

曹そ
う

参さ
ん

判ば
ん

益
陽
崔（

崔

海

山

（

公
海
山
、
以
て
聞ぶ
ん

す
る
に
、
上
の
心

は
載た
い

悦え
つ

し
て
、
以
て
允
当
為た

り
と
す
。
即
ち
甲（
一
四
三
四
年
）

寅
秋
八
月
初
七
日
に
於
い
て
、
命め
い

下
り
て
都と

按あ
ん

撫ぶ

使し

兼
判は

ん

牧ぼ
く

事じ

と
為な

れ
り
。
公
（
崔
海
山
）、

命め
い

を
聞
く
の
日
、
闕け
つ

に
詣
り
て
以

て
謝
す
。
略ほ

ぼ
憚た
ん

色し
ょ
く無

く
、
日
を
卜う
ら
ない

て
以
て
行
け
り
。
舟
を
下
り
る
の
初
め
に
及

び
、
先
ず
救き
ゅ
う
こ
う

荒
の
政
を
以
て
、
心
を
汲き
ゅ
う
き
ゅ
う

々
と
せ
り
。
哀あ
い
き
ょ
う
そ
く
た
ん

矜
惻
怛
し
、
煦く

濡じ
ゅ

撫ぶ

摩ま

し
、

以
て
民
生
を
賑に
ぎ

わ
す
。
呻し
ん

吟ぎ
ん

す
る
者
を
し
て
、
変
じ
て
謳お
う

歌か

を
為な

さ
し
め
、
餓が

莩ふ

す

る
者
を
し
て
、
仁じ
ん

寿じ
ゅ

に
登
ら
し
む
。
冤え
ん

抑よ
く

を
審
理
し
て
、
獄
は
滞た
い

訟し
ょ
うせ

ず
。
教
化
を

宣せ
ん

揚よ
う

し
て
、
民
は
礼
義
を
知
れ
り
。
牧ぼ
く

馬ば

の
術
に
至
っ
て
は
、
禦ぎ
ょ

寇こ
う

の
備そ
な
えを

以
て
せ

り
。
学
を
興お
こ

し
農
を
勧す
す

め
、
災わ
ざ
わ
いを

救
い
患う
れ
いを

恤す
く

う
。
治ち

人じ
ん

の
道
は
、
算か
ぞ

え
て
余あ
ま

す
策

無な

し
。
而し
こ

う
し
て
且ま

た
神
に
事つ
か

う
る
に
誠ま
こ
とを

以
て
し
、
心
を
斎つ
つ
しみ

慮
を
滌す
す

ぐ
。
凡お
よ

そ

祈き

祭さ
い

有
れ
ば
心
を
尽つ
く

し
、
明め
い

享き
ょ
うし

て
以
て
神し
ん

格か
く

に
致つ
く

す
。
明み
ょ
う
ね
ん

年
に
及
び
、
風ふ
う

雨う

時じ

若じ
ゃ
く

な
れ
ば
、
禾い
ね

乃
ち
場
に
登み
の

り
、
民
は
楽
し
み
腹
を
鼓つ
づ
みし

、
馬
は
大
い
に
蕃ば
ん

息そ
く

す
。
我

が
殿
下
、
簡か
ん

賢け
ん

の
恩
は
深
く
且か

つ
至
れ
り
。
公
（
崔
海
山
）、

人じ
ん

和わ

を
事じ

輯し
ゅ
うす

る
こ
と
を
以
て
、

館か
ん

宇う

の
頽た
い

圯き

を
修し
ゅ
う
し
ゅ
う

葺
せ
ん
と
欲
す
。
而し
か

れ
ど
も
其
の
事
を
重
ん
ず
れ
ば
、
未
だ
為な

す

に
暇い
と
まあ

ら
ざ
る
也
。
適た
ま
たま

営え
い

の
失
火
し
て
、
居
す
所
無な

き
を
歎
く
。
只た

だ
髠こ
ん

頂ち
ょ
うの

者

及
び
入に
ゅ
う
ば
ん

番
の
輩や
か
らを
役え
き

し
、
乃す
な
わち

破は

寺じ

の
材ざ
い

瓦が

を
取
り
て
、
先ま

づ
燕え
ん

寝し
ん

の
室
・
琴き

ん

堂ど
う

・

浴よ
く

房ぼ
う

・
庖ほ
う

厨ち
ゅ
う・

廊ろ
う

舎し
ゃ

を
起
こ
す
。
厥そ

の
位く
ら
いは

乃
ち
小し
ょ
う
さ
い

西
に
備そ
な

う
。
而し
か

し
て
宇い
え

三さ
ん

楹え
い

を

竪た

て
、
以
て
便べ
ん

政せ
い

の
堂ど
う

と
為な

す
。
左
右
に
各
々
廊ろ
う

有
り
。
以
て
分ふ
ん

房ぼ
う

と
為な

す
。
案あ
ん

牘と
く

の
所
は
、
又ま

た
其
の
西
に
閣か
く

三さ
ん

楹え
い

を
建
て
、
補お
ぎ
なう

に
重じ
ゅ
う
え
ん

簷
を
以
て
す
。
其
の
規き

は
宏こ
う

に
し
て
密み
つ

、
其
の
制せ
い

は
壮そ
う

に
し
て
麗れ
い

な
り
。
之こ

れ
に
処お

れ
ば
巍ぎ

ぎ々

な
り
、
之こ

れ
を
望

め
ば
に
翼よ
く

々よ
く

な
り
。
丹た
ん

艧わ
く

を
塗と

墍き

す
れ
ば
、
奐か
ん

輪り
ん

覩み

る
べ
し
。
其
の
南
に
半は

ん

刺し

賛さ
ん

政せ
い

の
堂
を
置
き
、
其
の
北
に
献け
ん

馬ば

立り
つ

養よ
う

の
厩う
ま
やを

置
く
。
東
に
営え
い

庫こ

を
置
き
、
西
に

燠お
う

室し
つ

を
置
き
、
以
て
進し

ん

膳ぜ
ん

の
物
を
蔵お
さ

む
。
又ま

た
其
の
南
の
外
に
別
け
て
楼ろ
う

門も
ん

を
構か
ま

え
、
下
に
出し
ゅ
つ
に
ゅ
う

入
を
通
し
、
上
に
鍾し
ょ
う
こ鼓

を
懸か

け
、
以
て
更こ

う

漏ろ
う

の
備そ
な
えを

設も
う

く
。
東
の
薬や

っ

庫こ

、
西
の
纛と

う

所し
ょ

、
東
西
に
対た
い

峙じ

せ
り
。
皆み

な
繚め
ぐ

ら
す
に
垣え
ん

墻し
ょ
うを

以
て
し
、
既
に
礲す

り
て
且ま

た
堅か
た

し
。
凡お
よ

そ
屋い
え

を
為な

す
こ
と
計は
か

れ
ば
共
に
二
百
有
六
間
な
り
。
而し
か

し
て

屋い
え

毎ご
と

に
別わ
か

ち
起
き
て
相あ

い
接せ
つ

連れ
ん

せ
ざ
る
は
、
火
災
に
備
え
る
所ゆ

　え以
也
。
其
の
経
営
・

位
置
・
制
作
の
宜よ
ろ

し
き
を
得
た
る
は
、
皆み

な
公
（
崔
海
山
）の

指し

画か
く

よ
り
出い

づ
れ
ば
な
り
。
公
（
崔
海
山
）、

一
日
閣か
く

上じ
ょ
うに

出し
ゅ
つ
ざ坐

し
て
、
郷き
ょ
う
ち
ゅ
う

中
の
父ふ

老ろ
う

を
召し
ょ
う
し
ゅ
う

集
し
、
以
て
其
の
成せ
い

を
落ら
く

し
、
且か

つ
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之こ

れ
を
名
づ
く
る
所ゆ

　え以
を
図は
か

る
也
。
或あ
る

も
の
言げ
ん

有
り
て
曰
く
、「
済さ

い
の
州
為た

る
や
、

北
は
巨き
ょ

海か
い

を
枕ま
く
らと

す
る
こ
と
、
浩こ

う

々こ
う

蕩と
う

々と
う

に
し
て
一い
ち

目も
く

千せ
ん

里り

な
り
。
南
は
崇す
う

岳が
く

に
対

す
る
こ
と
、
鬱う
つ

々う
つ

葱そ
う

々そ
う

と
し
て
四し

時じ

一い
っ

色し
ょ
くな

り
。
冬
は
苦く

寒か
ん

無
く
、
夏
は
涼り
ょ
う
ふ
う

風
多
し
。

家
々
橘き
っ

柚ち
ゅ
うあ

り
、
処
々
驊か

騮り
ゅ
うあ

り
。
風ふ
う

雲う
ん

の
状
、
月げ
つ

露ろ

の
形
、
朝ち
ょ
う
ぼ暮

変
化
し
、
其
の
態

を
千せ
ん

万ば
ん

す
。
而し
か

し
て
命め

い

を
茲こ
こ

に
承う
け
た
ま
わ

る
者
は
、
斯こ

れ
に
登
り
、
斯こ

れ
に
休
め
ば
、
山さ
ん

翠す
い

濤と
う

声せ
い

、
常
に
几き

案あ
ん

の
上
に
分
か
ち
、
奇き

卉き

異い

草そ
う

、
悉
こ
と
ご
とく

顧こ

眄べ
ん

の
間
に
萃あ
つ

ま
ら
ん
。
古
い
に
し
えに

楼ろ
う

有
り
て
万ば

ん

景け
い

と
名
づ
く
は
此こ

れ
也
。
幸
い
に
今
も
閣か
く

有
り
。
宜よ
ろ

し
く
万ば

ん

景け
い

の
名
を
復ふ
く

す
べ
し
」
と
。
公（
崔
海
山
）曰

く
、「
然し
か

ら
ず
。
予
（
崔
海
山
）の

閣か
く

を
建
つ
る
は
翫が
ん

景け
い

の
為た
め

に
非あ
ら

ざ
る
也
。

遊ゆ
う

観か
ん

の
為た
め

に
非あ
ら

ざ
る
也
。む
か
し昔

文ぶ
ん
お
う王

の
時
、
周し

ゅ
う
こ
う

公
は
内
を
治
め
、
召し

ょ
う
こ
う

公
は
外
を
治
む
。

之こ

れ
を
化か

し
て
人
に
及
ぼ
す
こ
と
、
風か
ぜ

の
動
く
が
如ご
と

く
、
之こ

れ
に
漸す
す

み
て
之こ

れ
を
被こ
う
むり

之こ

れ
に
曁お
よ

べ
り
。
而し
か

る
に
当と
う

世せ
い

の
人
は
、
徳と
っ

化か

に
鼓こ

舞ぶ

し
て
其
の
気き

質し
つ

を
変へ
ん

易え
き

せ
ざ
る

莫な

し
。
豈あ

に
二
公
に
非あ
ら

ず
ん
ば
弘こ
う

化か

の
致い
た

す
を
賛さ
ん

襄じ
ょ
うせ

ん
か
。
方ほ
う

今こ
ん

、
聖せ
い

明め
い

は
上
に

在い
ま

せ
り
。
元げ
ん

臣し
ん

碩せ
き

輔ほ

は
同ど

う

寅い
ん

恊き
ょ
う
き
ょ
う

恭
し
、
賢け
ん

を
求
む
る
に
急
ぎ
、
外が
い

治ち

に
分ぶ
ん

遣け
ん

す
。
然し
か

れ
ど
も
猶な

お
恵け
い

沢た
く

は
未い
ま

だ
窮き
わ

ま
ら
ず
し
て
、
治ち

化か

は
未い
ま

だ
洽あ
ま
ねか

ら
ざ
る
者
な
り
。
委い

任に
ん

す
る
も
或あ
る

い
は
其
の
人
に
非あ
ら

ざ
れ
ば
、
奉ほ
う

行こ
う

す
る
も
未い
ま

だ
其
の
理
を
尽つ

さ
ざ
る
也
。

凡お
よ

そ
憂う
れ

い
を
分わ

か
つ
者
は
、
日
に
此こ

の
閣か
く

に
登
り
、
佚い
つ

遊ゆ
う

す
る
こ
と
無
く
、
縦し
ょ
う
よ
く

欲
す
る

こ
と
無
く
、
委い

任に
ん

の
責
を
尽つ

く
す
を
思
い
、
常
に
以
て
王お
う

化か

を
弘ひ
ろ

め
、
民み
ん

情じ
ょ
うを

達た
っ

す

る
を
心こ
こ
ろと

為な

せ
ば
、
則す
な
わち

周し
ゅ
うの

治ち

は
復ま

た
今
日
に
見あ
ら

わ
る
べ
し
。
而し
か

し
て
済さ

い

の
民
は
、

当ま
さ

に
福ふ
く

を
無む

窮き
ゅ
うに

受
く
べ
し
。
然し
か

れ
ば
則
ち
盍な
ん

ぞ
弘こ

う
化か

を
以
て
此
の
閣か
く

を
名
づ
け
ざ

る
か
」
と
。
是こ

こ
に
於お

い
て
聞
く
者
、
咸み

な
拝
し
て
謝
し
て
曰
く
、「
公
（
崔
海
山
）の

命め
い

名め
い

、
能よ

く
後の
ち

の
継け
い

々け
い

者し
ゃ

を
し
て
、
益ま
す
ます

勉つ
と

め
る
所
有あ

ら
し
め
ん
。
而し
か

し
て
吾わ

が
民
の
永と
こ

し
え
に

仁じ
ん

化か

を
被こ
う
むる

者
、
益ま
す
ます

保た
も

つ
べ
け
ん
」
と
。
遂つ
い

に
退し
り
ぞき

て
予
（
高
得
宗
）に

弘こ
う

化か

閣か
く

の
三
字
を
書

き
、
以
て
之こ

れ
を
掲か
か

げ
ん
こ
と
を
請こ

う
。
且ま

た
記き

を
為な

し
て
以
て
後こ
う

来ら
い

に
垂た

れ
る
こ
と

を
請こ

え
り
。
予
（
高
得
宗
）は

郷き
ょ
う
じ
ん

人
也
。
義ぎ

と
し
て
辞じ

す
べ
か
ら
ず
。
故
に
鄙ひ

拙せ
つ

を
揆は
か

ら
ず
し
て

之こ

れ
が
為
に
記
せ
り
。

　

詩
に
曰
く
、

漢か
ん

拏な

の
山
峻た
か

し　

駕が

鼇ご
う

の
頭い
た
だ
き

　

鼓こ

角か
く

の
五ご

更こ
う　

無ぶ

事じ

の
暁あ
か
つ
き

　

山さ
ん

下か

の
城じ
ょ
う
き
ょ

居
は
巨き
ょ

州し
ゅ
うを

作な

し

十
里
に
謳お
う

歌か

す　

大た
い

平へ
い

の
秋と
き

甘か
ん

棠と
う

の
恵け
い

化か　

医
民
𢊗
ま
る

傑け
っ

閣か
く

の
翬き

飛ひ　

制
度
を
宏ひ
ろ

む

細さ
い

柳り
ゅ
うの

威い

風ふ
う

は
賊ぞ
く

の
愁う
れ

い
を
破
り

後こ
う

人じ
ん

は
応ま
さ

に
説と

く
べ
し　

益（
崔
海
山
（

陽
侯

正（
一
四
三
七
年
）

統
二
年
丁
巳
孟（
一
月
一
六
日
）

春
既
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
人
前
礼
曹
参
議
高こ

う

得と
く

宗そ
う

記
す

《
現
代
語
訳
》

（
こ
の
）
州
は
（
本
土
か
ら
離
れ
た
）
遥
か
南
方
の
海
中
に
位
置
し
、
山
は
高
く
天

ま
で
聳
え
て
い
る
。
号
し
て
漢
拏
と
言
う
。（
名
の
由
来
は
）
銀
河
〔
＊
雲
漢
〕
ま
で

届
く
よ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
別
名
は
円
山
と
言
う
。
中
央
が
高
く
（
裾
が
）
円

錐
形
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
州
名
は
済
州
と
言
う
。
丙
申
の
年
（
一
四
一
六
）

に
な
っ
て
、
三
つ
に
分
割
さ
れ
た
。
東
は
旌
義
県
と
言
い
、
西
は
大
静
県
と
言
う
。

こ
う
し
て
治
所
を
分
か
っ
た
。
往
昔
に
お
い
て
は
、
あ
る
い
は
東
瀛
州
と
言
い
、
あ

る
い
は
乇
羅
と
言
い
、
あ
る
い
は
耽
羅
と
言
っ
た
。
世
代
に
よ
り
改
称
し
た
こ
と

は
、
史
書
に
も
載
っ
て
お
り
、
確
認
で
き
る
。
当
初
（
こ
の
地
に
は
）
人
が
お
ら

ず
、
神
の
子
三
人
が
地
か
ら
湧
出
し
た
。
新
羅
時
代
に
、
始
め
て
自
ら
（
本
土
に
）

帰
服
し
た
。
毎
年
、
貢
ぎ
物
を
納
め
て
千
百
年
に
至
っ
た
。
我
が
朝
（
朝
鮮
王
朝
）

に
な
っ
て
、
国
王
殿
下
の
文
明
の
化
と
懐
柔
の
徳
を
益
々
受
け
た
。
風
俗
が
変
わ
っ

て
民
が
安
心
し
て
土
着
す
る
よ
う
な
っ
て
年
久
し
い
。
癸
丑
の
年
（
一
四
三
三
年
）、

そ
の
年
の
秋
か
ら
翌
年
夏
に
渉
っ
て
、
雨
が
降
ら
ず
旱
魃
と
な
り
、
山
川
が
か
ら

か
ら
に
乾
い
て
、
全
て
の
物
が
萎
み
敗
れ
、
人
は
飢
え
て
馬
は
死
に
、
そ
れ
が
ど

れ
だ
け
の
数
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
国
王
殿
下
は
熟
慮
し
た
末
、

廷
臣
に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
仰
せ
ら
れ
た
。「
済
州
の
地
は
、
我
が
国
の
属
領
で
あ

る
。
良
い
馬
の
産
出
と
珍
し
い
貢
物
の
産
出
に
つ
き
、
国
家
が
頼
み
と
す
る
地
で
あ
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る
。
そ
し
て
そ
の
地
は
痩
せ
て
民
は
貧
し
く
、
海
賊
が
続
出
し
盗
賊
が
密
か
に
出
現

し
て
、
防
禦
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
予
は
も
と
も
と
そ
の
守
備
が
難
し
い
と
思
っ

て
い
た
。
ち
か
ご
ろ
日
照
り
の
た
め
連
年
凶
作
と
な
り
、
民
の
多
く
は
飢
え
た
。
予

は
こ
の
こ
と
を
大
変
憐
れ
ん
で
い
る
。
ま
し
て
や
（
済
州
は
）
海
の
外
に
隔
絶
し
て

い
る
の
で
、（
宮
中
の
）
堂
内
に
お
い
て
、
民
衆
の
喜
憂
や
政
治
の
得
失
に
つ
い
て
、

予
が
ど
う
し
て
熟
知
で
き
よ
う
か
。
両
府
の
賢
人
た
ち
は
、
文
武
の
計
略
や
威
恵
と

も
に
明
ら
か
な
れ
ば
、
慎
重
に
調
査
し
て
奏
聞
せ
よ
」
と
。
こ
う
し
た
な
か
、
前
の

工
曹
参
判
で
あ
る
益
陽
〔
＊
永
川
〕
の
崔
海
山
公
が
上
聞
し
た
と
こ
ろ
、
殿
下
は
心

か
ら
お
喜
び
に
な
っ
て
、「
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
」
と
仰
っ
た
。
た
だ
ち
に
甲

寅
の
年
（
一
四
三
四
）
秋
の
八
月
七
日
に
、
命
が
下
っ
て
（
崔
海
山
公
は
）
都
按（
安
）撫

使
兼
判
牧
事
に
就
任
し
た
。（
崔
）
公
は
命
を
承
っ
た
日
、
宮
中
に
参
内
し
て
謝
礼

し
た
。（
赴
任
を
）
忌
避
す
る
よ
う
な
素
振
り
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
を
選
ん
で
出

発
し
た
。（
済
州
に
）
上
陸
早
々
、
ま
ず
は
飢
饉
に
苦
し
む
人
々
へ
の
救
済
策
に
心

を
砕
い
た
。（
民
を
）
憐
れ
み
悲
し
み
、
寒
さ
を
温
め
慰
め
る
こ
と
を
も
っ
て
、
民

生
を
活
性
し
た
。
苦
し
み
う
め
く
者
を
楽
し
み
を
歌
う
よ
う
に
変
え
、
飢
え
に
苦
し

む
者
を
命
長
ら
う
者
に
押
し
上
げ
た
。
無
実
の
罪
に
陥
っ
た
者
を
審
議
し
て
、
裁
判

が
滞
ら
ぬ
よ
う
に
し
た
。
教
化
を
推
し
弘
め
、
人
民
は
礼
義
を
知
る
こ
と
と
な
っ

た
。
馬
匹
の
牧
畜
術
に
至
っ
て
は
、
寇
賊
を
防
禦
す
る
備
え
を
第
一
と
し
た
。
学
問

を
興
し
農
業
を
勧
め
、（
民
を
）
災
患
か
ら
救
恤
し
た
。
人
民
の
統
治
法
に
つ
い
て

は
、
数
限
り
な
く
方
策
を
施
し
た
。
ま
た
誠
意
を
も
っ
て
神
に
仕
え
、
心
を
慎
み
配

慮
を
尽
く
し
た
。
お
よ
そ
祈
祭
が
あ
れ
ば
心
を
砕
き
、
供
物
を
捧
げ
て
神
に
奉
仕
し

た
。
年
が
明
け
て
天
候
が
順
調
で
あ
っ
た
の
で
、
穀
物
は
畑
に
実
り
民
は
楽
し
み
腹

鼓
を
打
ち
、
馬
は
大
い
に
繁
殖
し
た
。
我
が
殿
下
の
賢
者
を
選
ぶ
恩
義
は
、
深
く
か

つ
行
き
届
い
て
い
る
。（
崔
）
公
は
人
の
和
合
を
作
る
た
め
、
朽
ち
果
て
た
館
宇
を

修
復
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
事
業
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
い
ま
だ
着
手
す
る
余
裕

が
無
か
っ
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
官
舎
が
焼
亡
し
て
、
居
住
す
る
場
が
無
い
こ
と
に

嘆
い
て
い
た
。
た
だ
下
罪
人
と
密
出
国
者
を
徴
用
し
、
廃
寺
の
材
木
や
瓦
を
用
い

て
、
ま
ず
は
居
間
・
政
務
室
・
浴
室
・
厨
房
・
廊
舎
を
造
作
し
た
。
そ
の
位
は
小
西

に
備
え
た
。
か
く
し
て
屋
舎
三
棟
を
建
て
、
執
務
所
と
し
た
。
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
脇

部
屋
が
あ
り
、
こ
れ
を
個
別
の
部
屋
と
し
た
。
公
文
書
の
保
管
地
は
、
そ
の
西
に
楼

閣
三
棟
を
建
て
、
こ
れ
に
二
階
屋
を
補
っ
た
。
そ
の
規
模
は
広
く
緻
密
で
、
そ
の

制
度
は
壮
麗
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
坐
せ
ば
高
大
で
、
そ
れ
を
望
め
ば
恭
し
い
。
朱
の

土
で
壁
を
塗
れ
ば
、
美
麗
で
壮
大
な
様
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
の
南
に
補

佐
官
の
政
務
所
を
置
き
、
そ
の
北
に
献
馬
を
養
う
厩
を
置
い
た
。
東
に
は
兵
器
庫
を

置
き
、
西
に
は
オ
ン
ド
ル
部
屋
を
置
い
て
進
膳
の
物
を
収
蔵
し
た
。
ま
た
そ
の
南
の

外
に
は
、
特
別
に
楼
門
を
構
え
、
下
層
に
は
出
入
り
口
を
、
上
層
に
は
鐘
鼓
を
掛
け

て
、
時
報
の
備
え
と
し
て
設
営
し
た
。
東
に
は
火
薬
庫
が
、
西
に
は
大
旗
の
倉
庫

が
、
東
西
対
峙
す
る
（
よ
う
構
え
た
）。
み
な
垣
根
を
廻
ら
し
て
、（
壁
は
）
磨
か
れ

て
堅
牢
で
あ
る
。
お
よ
そ
家
屋
を
造
作
す
る
こ
と
二
六
〇
間
を
数
え
た
。
そ
し
て
屋

舎
ご
と
を
独
立
さ
せ
、
軒
を
連
ね
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
理
由
は
、
火
災
に
備

え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
土
地
の
縄
張
り
や
土
台
の
確
定
や
建
物
の
造
作
が
上
手
く
進

行
し
た
の
は
、
み
な
（
崔
）
公
の
指
図
の
賜
物
で
あ
る
。（
崔
）
公
は
、
一
日
閣
上

に
お
出
ま
し
に
な
っ
て
、
郷
中
の
父
老
を
集
め
、
竣
工
を
告
げ
て
（
建
物
に
）
命
名

し
よ
う
と
図
っ
た
。
あ
る
者
が
こ
う
言
っ
た
。「
済
州
の
土
地
柄
は
、
北
は
大
き
な

海
が
横
た
わ
り
、
広
々
と
し
て
一
目
す
れ
ば
千
里
も
あ
り
ま
す
。
南
は
髙
い
山
を
目

の
当
た
り
に
す
れ
ば
、（
樹
木
が
）
鬱
蒼
と
す
る
有
様
は
四
季
を
通
じ
て
同
じ
光
景

で
す
。
冬
に
は
苦
し
い
寒
さ
が
無
く
、
夏
に
は
涼
し
い
風
が
多
い
で
す
。
家
々
に
は

ミ
カ
ン
が
あ
り
、
処
々
に
良
馬
が
お
り
ま
す
。
風
や
雲
の
有
様
や
月
夜
の
露
の
形
状

は
、
朝
晩
に
変
化
し
、
形
態
は
非
常
に
様
々
で
す
。
そ
し
て
上
命
を
こ
こ
に
承
る
方

が
、
こ
の
閣
に
登
り
、
こ
の
閣
に
休
め
ば
、
山
の
緑
と
波
の
声
が
、
常
に
机
の
上
に

そ
れ
ぞ
れ
到
来
し
、
珍
し
い
花
や
草
が
、
す
べ
て
眼
の
な
か
に
集
ま
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。
む
か
し
楼
が
あ
っ
て
『
万
景
』
の
名
が
あ
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
幸

い
今
も
閣
は
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
『
万
景
』
の
名
を
復
活
さ
せ
る
の
が
良
い
で

し
ょ
う
」
と
。（
崔
）
公
は
言
っ
た
。「
そ
う
で
は
な
い
な
。
予
が
閣
を
建
て
た
の
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は
、
景
色
を
愛
で
て
喜
ぶ
た
め
で
は
な
い
し
、
遊
び
や
見
物
の
た
め
で
も
な
い
。
む

か
し
（
周
の
）
文
王
の
時
代
、
周
公
は
国
内
を
治
め
、
召
公
は
国
外
を
治
め
た
。
そ

の
徳
化
が
人
に
及
ぶ
様
は
風
が
動
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
次
第
に
浸
透
し
影
響
を
蒙

り
行
き
及
ん
だ
。
そ
し
て
当
世
の
人
は
、
必
ず
や
徳
化
に
奮
い
立
た
さ
れ
そ
の
気
質

を
変
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
周
公
と
召
公
で
な
け
れ
ば
、
弘
く
徳
化
を
敷

く
こ
と
を
助
け
て
成
就
し
よ
う
か
。
た
だ
い
ま
国
王
殿
下
は
上
に
い
ま
し
、
大
臣
と

輔
佐
の
臣
下
は
、
互
い
に
慎
み
恭
敬
を
致
し
、
急
ぎ
賢
者
を
求
め
て
、
地
方
の
各
地

に
派
遣
し
て
い
る
。
し
か
し
な
お
も
（
殿
下
の
）
恵
み
は
い
ま
だ
及
ば
ず
、
治
化
は

い
ま
だ
広
が
っ
て
い
な
い
。
委
任
し
て
も
し
か
る
べ
き
人
で
な
け
れ
ば
、
上
命
を
執

行
し
て
も
理
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
お
よ
そ
憂
い
を
共
有
す
る
者
は
、
日
ご

と
こ
の
閣
に
登
っ
て
、
気
ま
ま
に
遊
ぶ
こ
と
な
く
、
欲
望
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ

と
な
く
、
委
任
の
責
務
を
尽
く
す
こ
と
を
思
い
、
常
に
王
化
を
弘
め
て
、
民
情
を
上

申
す
る
こ
と
に
専
念
す
れ
ば
、（
い
に
し
え
の
）
周
代
の
治
を
、
今
日
ま
た
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
済
州
の
民
は
、
ま
さ
に
福
を
限
り
な
く
受
け

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
閣
を
『
弘
化
』
と
名
付
け

な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
。
こ
こ
に
お
い
て
、
聞
く
者
は
み
な
拝
謝
し
て
こ
う

言
っ
た
。「（
崔
）
公
の
命
名
は
、
後
々
の
人
々
を
し
て
、
益
々
の
努
力
を
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
我
が
民
の
永
遠
に
仁
化
を
蒙
る
者
は
、
益
々
（
身
を
）

保
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
。
つ
い
に
（
皆
々
）
退
去
し
て
、
私
が
『
弘
化
閣
』
の

三
字
を
書
し
、（
閣
に
）
掲
示
す
る
よ
う
に
請
う
た
。
ま
た
（
私
が
弘
化
閣
の
た
め

の
）
記
を
作
成
し
て
、
後
世
の
人
に
（
由
来
を
）
語
る
こ
と
を
請
う
た
。
私
は
こ
の

土
地
の
人
間
で
あ
る
。
道
義
と
し
て
辞
退
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
ケ
チ
な
こ
と
を
考
え

ず
、
こ
れ
が
た
め
に
（
弘
化
閣
）
記
を
作
成
し
た
。

　
　

詩
に
曰
く
、

漢か
ん

拏な

の
山
は
高
し　

駕が

鼇ご
う

の
頂い
た
だ
き

　

軍
令
を
伝
え
る
太
鼓
と
角
笛
が
深
夜
に
響
く
も 

事
無
く
暁
を
迎
え
る

山
下
に
あ
る
邑
城
は
大
き
な
州
と
成
り

十
里
に
渉
っ
て
泰
平
の
時
を
謳
歌
す
る

周
の
召
公
の
よ
う
な
善
政
を
慕
っ
て 

医
民
は
安
定
す
る

大
き
な
高
殿
の
美
麗
さ
は 

礼
法
を
弘
め
た

軍
規
厳
し
き
陣
営
の
威
風
に
よ
り
、
賊
が
も
た
ら
す
愁
い
は
破
却
し
た

後
世
の
人
は
、
き
っ
と
益
陽
侯
（
崔
海
山
）
の
こ
と
を
語
る
で
あ
ろ
う

正（
一
四
三
七
年
）

統
二
年
丁
巳
孟（

一
月
一
六
日
（

春
既
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
人
で
前
礼
曹
参
議
の
高こ
う

得と
く

宗そ
う

が
記
し
た

三　
「
弘
化
閣
記
」
の
内
容
と
成
立
の
背
景
に
つ
い
て

前
章
で
紹
介
し
た
「
弘
化
閣
記
」
に
つ
き
、
本
章
で
は
内
容
的
な
検
討
を
行
い
た

い
。
ま
ず
、
そ
の
概
要
は
お
お
よ
そ
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
冒
頭
に
済
州

島
の
地
理
と
名
称
な
ら
び
に
沿
革
を
述
べ
た
後
、
一
四
三
三
年
の
秋
か
ら
翌
年
夏

に
か
け
て
の
旱
魃
の
惨
状
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
れ
を
憂
慮
し
た
国
王
世
宗
が
、

「
済
州
島
は
我
が
国
の
属
領
で
、
良
馬
と
珍
物
の
産
地
で
あ
る
が
、
土
地
は
痩
せ
民

は
貧
し
く
、
海
賊
と
盗
賊
が
横
行
し
て
い
る
。
対
策
を
講
じ
る
た
め
調
査
し
て
上
奏

せ
よ
」
と
命
じ
た
と
こ
ろ
、
崔
海
山
の
上
聞
が
評
価
さ
れ
、
一
四
三
四
年
秋
に
、
済

州
島
の
行
政
と
軍
事
を
管
掌
す
る
安
撫
使
と
、
馬
政
を
担
当
す
る
判
牧
事
を
兼
ね
て

任
命
さ
れ
た
。
崔
海
山
は
済
州
赴
任
後
、
救
荒
策
の
実
施
に
尽
力
し
て
勧
農
策
を
推

し
進
め
、
祭
祀
も
怠
り
な
く
行
っ
た
と
こ
ろ
、
明
年
以
降
、
天
候
が
回
復
し
て
民
生

が
復
活
し
、
馬
も
大
い
に
繁
殖
し
た
と
言
う
。
そ
し
て
官
舎
焼
亡
を
契
機
に
、
済
州

官
衙
を
大
々
的
に
造
作
し
、
そ
の
規
模
は
二
六
〇
間
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
崔
海
山
は

土
地
の
父
老
を
召
集
し
、
殿
閣
に
出
御
し
て
そ
の
命
名
を
諮
問
す
る
。
あ
る
者
は
、

「
済
州
島
に
あ
る
数
多
の
美
し
い
光
景
を
見
る
と
い
う
意
味
で
、『
万
景
閣
』
の
名

は
い
か
が
で
し
ょ
う
」
と
答
え
た
。
そ
れ
に
対
し
崔
海
山
は
、「
こ
の
建
物
は
物
見

遊
山
の
た
め
設
け
た
の
で
は
な
い
。
国
王
殿
下
の
徳
化
を
弘
め
る
と
い
う
意
味
で
、

『
弘
化
閣
』
と
命
名
す
る
の
が
よ
い
」
と
述
べ
、
皆
々
を
感
動
さ
せ
た
。
そ
し
て
高

得
宗
に
『
弘
化
閣
』
の
三
字
を
書
か
せ
て
殿
閣
に
掲
示
さ
せ
、
そ
の
由
来
を
述
べ
た
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『
弘
化
閣
記
』
の
作
成
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
高
得
宗
は
済
州
島
人
ゆ
え
、
こ
の
求

め
を
辞
さ
ず
に
記
文
を
作
成
し
、
詩
を
詠
ん
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

次
に
文
章
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
、
内
容
を
詳
し
く
検
討
す
る
。
ま
ず
済
州
島
の

地
理
・
名
称
・
沿
革
に
つ
き
語
っ
て
い
る
冒
頭
部
分
で
あ
る
が
、
漢
拏
山
の
名
の

由
来
に
つ
き
、
雲
漢
（
銀
河
）
を
拏つ
か

む
程
の
高
さ
の
た
め
「
漢
拏
」
と
称
し
た
と

説
明
す
る
。
そ
し
て
山
容
か
ら
「
円
山
」
の
別
名
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
る
。
つ
い
で

済
州
に
は
「
東
瀛
州
」「
乇
羅
」「
耽
羅
」
の
三
つ
の
別
称
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

一
四
一
六
年
、
済
州
安
撫
使
か
ら
旌
義
県
と
大
静
県
が
分
立
し
、
島
内
の
行
政
区
画

が
三
分
割
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
済
州
の
沿
革
の
解
説
に
移
り
、

最
初
に
済
州
島
の
創
世
神
話
、
す
な
わ
ち
三
神
人
（
良
乙
那
・
高
乙
那
・
夫
乙
那
）

の
地
中
湧
出
譚
に
触
れ
る
。
い
ず
れ
も
梁
・
高
・
夫
の
三
姓
の
始
祖
と
な
っ
た
神
々

で
、
そ
の
故
地
は
三
姓
穴
と
し
て
聖
地
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
済
州
島
の
新
羅
帰

服
（
2
（

を
述
べ
た
後
、
今
の
朝
鮮
王
朝
時
代
に
は
、
国
王
の
徳
化
と
懐
柔
の
恩
に
浴
し

て
、
風
俗
が
変
え
ら
れ
民
生
が
安
定
し
た
と
す
る
。
後
者
の
辺
り
の
筆
致
は
、
朝
鮮

の
文
教
政
策
に
順
応
し
て
「
開
化
」
し
た
辺
境
民
の
阿
諛
の
弁
に
聞
こ
え
る
。

つ
い
で
一
四
三
三
年
秋
か
ら
一
四
三
四
年
夏
に
か
け
て
起
き
た
済
州
島
の
旱
魃
被

害
に
つ
い
て
述
べ
る
。こ
こ
で
対
応
策
を
臣
下
に
諮
問
し
た
と
い
う
世
宗（
一
三
九
七

～
一
四
五
〇
）
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
朝
鮮
王
朝
の
第
四
代
国
王
（
在
位
一
四
一
八

～
五
〇
）
で
、
本
名
は
李
祹
と
い
い
、
高
得
宗
に
と
り
わ
け
深
い
信
頼
を
寄
せ
て
常

に
庇
護
を
与
え
て
い
た
。
済
州
島
に
対
し
て
世
宗
は
、
良
馬
と
異
貢
の
産
地
で
あ

り
、
国
家
は
こ
れ
に
頼
っ
て
い
る
、
と
言
っ
た
と
い
う
。
実
は
高
得
宗
は
、
郷
土
に

派
遣
さ
れ
る
ご
と
に
良
馬
を
都
に
持
ち
帰
っ
た
と
自
慢
す
る
ほ
ど
（『
世
宗
』
7
年

11 

23
戊
午
）、
済
州
馬
と
の
関
わ
り
が
深
い
人
物
で
、
前
章
で
述
べ
た
通
り
、
馬
政

に
関
し
て
し
ば
し
ば
政
府
に
提
言
し
、
一
四
三
八
年
に
は
種
馬
五
〇
匹
を
進
貢
す
る

た
め
明
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
世
宗
の
発
言
で
あ
る
と
い
う
、「
土
地
は
痩
せ

民
は
貧
し
く
、
海
賊
と
盗
賊
が
横
行
し
て
い
る
」
と
い
う
箇
所
は
特
に
興
味
深
い
。

後
者
の
「
草
賊
」
と
は
、
済
州
島
内
に
出
没
し
た
「
馬
賊
」
す
な
わ
ち
泥
棒
を
指

す
。
前
章
で
も
述
べ
た
通
り
、
高
得
宗
は
か
つ
て
一
四
三
四
年
に
、「
深し
ん

山ざ
ん

長ち
ょ
う
こ
く

谷
の

馬
賊
の
興
行
（
奥
深
い
山
谷
に
潜
む
馬
泥
棒
の
横
行
）」（『
世
宗
』
16
年
6 

30
乙
亥
）

や
「
賊
を
作な

す
の
人
、
聚あ
つ

ま
り
て
淵
数（
藪
）と

為な

り
、
毎
歳
潜せ
ん

匿と
く

し
て
公
私
の
牛
馬
を

盗
殺
す
る
（
泥
棒
を
働
く
者
が
結
集
し
て
巣
窟
と
な
り
、
毎
年
隠
れ
潜
ん
で
官
有
・

私
有
の
牛
馬
を
盗
ん
で
殺
害
す
る
）」（『
世
宗
』
16
年
8 

28
壬
申
）
弊
害
を
指
摘
し
、

そ
れ
が
い
ず
れ
も
連
年
の
旱
魃
に
よ
る
凶
作
と
関
連
が
あ
る
こ
と
を
政
府
に
主
張
し

て
い
た
。
前
者
の
「
海
寇
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
仮
に
倭
寇
を
指
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
一
四
三
〇
年
に
済
州
島
に
出
現
し
た
倭
船
一
隻
に
対
し
、
済
州
安
撫
使
の

金
洽
が
攻
撃
し
て
沈
没
さ
せ
た
上
、
倭
人
九
名
を
斬
り
殺
し
た（

3
（

事
件
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
（『
世
宗
』
12
年
3 

25
乙
丑
条
）。
こ
の
倭
船
は
武
装
し
て

お
ら
ず
、
降
伏
を
申
し
出
た
の
に
金
洽
が
斬
殺
し
た
経
緯
が
発
覚
し
て
問
題
化
し
た

（『
世
宗
』
12
年
8 

25
癸
巳
）。
こ
の
一
件
に
関
連
し
て
高
得
宗
は
、
済
州
島
民
の
立

場
か
ら
金
洽
の
行
動
を
弁
明
し
、
罷
免
さ
れ
た
金
洽
の
復
職
を
図
っ
て
い
る
（『
世

宗
』
12
年
10 

13
庚
辰
）。
な
お
高
得
宗
は
、
一
四
一
九
年
と
一
四
二
四
年
に
、
倭
寇

追
捕
の
功
を
立
て
た
済
州
安
撫
使
を
褒
賞
す
る
使
節
と
し
て
、
漢
城
か
ら
済
州
に
派

遣
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
（『
世
宗
』
元
年
11 

15
乙
卯
、
6
年
11 

7
戊
寅
）。「
弘
化
閣

記
」
末
尾
の
詩
の
内
容
、
す
な
わ
ち
「
鼓こ

角か
く

の
五
更
、
無
事
の
暁
（
軍
令
を
伝
え
る

太
鼓
と
角
笛
が
深
夜
に
響
く
も 

事
無
く
暁
を
迎
え
る
）」
や
、「
細
柳
の
威
風
は
賊

の
愁う
れ

い
を
破
り
（
軍
規
厳
し
き
陣
営
の
威
風
に
よ
り
、
賊
が
も
た
ら
す
愁
い
は
破
却

し
）」
な
ど
か
ら
見
て
、
こ
の
「
海
寇
」
は
外
か
ら
来
る
倭
寇
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
可

能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
済
州
島
に
お
い
て
は
、
済
州
島
民
の
海
賊
、
す
な
わ
ち

「
水
賊
」
が
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
水
賊
と
は
、
自
ら
を
「
豆ト
ゥ

禿ド
ク

也ヤ

只ギ

」

と
称
し
、
他
者
か
ら
は
「
頭ト

無ム

岳ア
ク

」
と
呼
ば
れ
た
人
々
で
、
倭
人
の
服
を
着
て
い
る

者
も
い
る
が
、
倭
語
で
も
漢
語
で
も
な
い
言
葉
、
恐
ら
く
は
済
州
方
言
を
喋
る
と
い

う
海
上
勢
力
を
指
す
〔
高
橋
一
九
八
七
〕。
そ
し
て
そ
う
し
た
勢
力
の
存
在
を
臭
わ
せ

る
よ
う
な
表
現
が
、「
弘
化
閣
記
」
か
ら
見
出
せ
る
の
で
あ
る
（
後
述
）。

次
に
崔
海
山
（
一
三
八
〇
～
一
四
四
三
）
の
済
州
安
撫
使
就
任
の
逸
話
が
続
く
。
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崔
海
山
は
、
永
川
崔
氏
の
出
身
で
、
火
薬
の
調
合
法
を
高
麗
に
導
入
し
た
こ
と
で
有

名
な
崔
茂
宣
の
子
で
あ
る
。
本
貫
の
永
川
は
、「
益
陽
」
の
別
名
を
持
つ
た
め
（『
世

宗
』
地
理
志
、
慶
尚
道
、
安
東
大
都
護
府
、
永
川
郡
）、
高
得
宗
は
崔
海
山
の
こ
と

を
「
益
陽
侯
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
崔
海
山
は
、
父
の
遺
命
を
受
け
て
火
薬
や
火
器

の
研
究
に
尽
力
し
て
い
た
が
、
一
四
三
三
年
に
、
女
真
族
と
婆
猪
江
で
戦
闘
し
た

際
、
軍
機
を
逸
し
た
罪
を
問
わ
れ
、
世
宗
十
六
年
（
一
四
三
四
）
八
月
七
日
に
済
州

安
撫
使
に
左
遷
さ
れ
た
（『
世
宗
』
16
年
8 

7
辛
亥
）。
こ
の
任
命
年
月
日
は
、「
弘

化
閣
記
」
と
全
く
一
致
す
る
。「
弘
化
閣
記
」
で
は
、
崔
海
山
の
済
州
安
撫
使
任
命

の
き
っ
か
け
は
、
済
州
島
に
関
す
る
彼
の
上
聞
が
世
宗
に
歓
迎
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る

と
言
い
、
そ
の
就
任
に
つ
い
て
も
「
略ほ

ぼ
憚た
ん

色し
ょ
く無

し
（
忌
避
す
る
よ
う
な
素
振
り
は

ほ
ど
ん
ど
な
か
っ
た
）」
と
描
写
す
る
が
、『
実
録
』
で
は
「
済
州
は
海
を
越
え
た
る

絶
域
な
り
。
人
皆み

な
為な

る
を
願
わ
ず
（
済
州
は
海
の
向
こ
う
の
辺
境
で
あ
る
。
人

は
み
な
、
そ
こ
の
地
方
官
に
な
る
こ
と
を
願
わ
な
い
）」（『
世
宗
』
16
年
8 

7
辛
亥
）

と
記
し
て
お
り
、
実
際
は
懲
罰
人
事
の
結
果
で
あ
っ
た
。
在
任
中
の
崔
海
山
の
行
跡

に
つ
い
て
は
、
済
州
島
の
救
荒
や
勧
農
、
学
問
奨
励
や
冤
罪
究
明
な
ど
の
善
政
を

行
っ
た
と
、「
弘
化
閣
記
」
は
誉
め
上
げ
る
が
、『
実
録
』
に
見
え
る
彼
の
行
状
は
、

済
州
島
の
珍
物
や
珍
獣
を
献
上
す
る
こ
と
で
、
世
宗
の
気
を
惹
こ
う
と
懸
命
に
な
っ

て
い
る
姿
ば
か
り
が
目
立
つ
（『
世
宗
』
17
年
9 

21
己
丑
、
18
年
12 

3
甲
子
）。
そ
れ

が
奏
功
し
た
の
か
、
一
四
三
六
年
の
末
に
、
彼
は
中
枢
院
副
使
に
叙
任
さ
れ
た
（『
世

宗
』
18
年
12 

3
甲
子
）。

よ
っ
て
崔
海
山
に
よ
る
済
州
官
衙
の
新
造
事
業
は
、
一
四
三
四
年
秋
か
ら

一
四
三
六
年
末
ま
で
の
時
期
と
な
る
が
、「
弘
化
閣
記
」
の
記
述
か
ら
類
推
す
る
に
、

一
四
三
五
年
以
降
に
工
事
が
開
始
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ

の
際
、
廃
寺
の
瓦
や
材
木
を
転
用
し
て
、「
髠こ
ん

頂ち
ょ
うの

者
」
と
「
入に
ゅ
う
ば
ん

番
の
輩
」
を
徴
用

し
、
ま
ず
は
居
間
・
政
務
室
・
浴
室
・
厨
房
・
廊
舎
を
建
造
さ
せ
た
、
と
い
う
部
分

は
非
常
に
興
味
深
い
。「
髠
頂
の
者
」
と
は
髪
を
剃
ら
れ
た
罪
人
を
言
う
が
、「
入

番
の
輩
」
は
「
番
国
（
蕃
国
）
に
出
入
り
す
る
者
」、
す
な
わ
ち
外
国
往
来
者
を
指

し
、
こ
こ
で
は
国
禁
を
犯
し
て
処
罰
さ
れ
た
海
上
往
来
者
を
意
味
す
る
か
と
思
わ
れ

る
。
こ
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、
一
四
一
八
年
に
高
得
宗
が
銀
一
七
七
一
両
を
済
州

島
で
買
得
し
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
済
州
島
に
は
銀
山
は
存
在
し
な
い
た
め
、
こ

れ
は
島
外
か
ら
の
将
来
品
で
あ
る
。
一
五
世
紀
前
半
の
段
階
で
は
、
石
見
銀
山
は
未

だ
再
開
発
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
産
の
銀
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
恐
ら
く
そ

れ
は
、
蘭
秀
山
の
乱
な
ど
で
利
用
さ
れ
た
中
国
江
南
地
方
と
済
州
島
と
の
間
に
け

る
非
公
式
な
海
上
航
路
と
、
深
く
関
係
し
て
い
る
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
〔
藤
田

一
九
九
七
〕。

さ
て
崔
海
山
に
よ
っ
て
新
造
さ
れ
た
官
衙
建
築
の
様
相
は
、「
弘
化
閣
記
」
に
非

常
に
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
造
営
さ
れ
た
安
撫
使
の
生
活
空
間
の
た
め

の
建
築
群
の
ほ
か
、
執
務
所
と
し
て
の
屋
舎
三
棟
、
公
文
書
の
保
管
地
と
し
て
の
楼

閣
三
棟
と
二
階
屋
、
補
佐
官
の
政
務
所
、
献
馬
の
た
め
の
厩
舎
、
兵
器
庫
、
進
膳
物

の
た
め
の
収
蔵
屋
、
鐘
鼓
を
備
え
た
楼
門
、
火
薬
庫
、
大
旗
の
保
管
庫
な
ど
な
ど
の

「弘化閣記」末尾
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建
造
物
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
建
築
の
多
く
は
朱
色
の
塗
装
が
な

さ
れ
、
防
火
の
た
め
に
屋
舎
を
独
立
さ
せ
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

つ
い
で
崔
海
山
が
済
州
島
の
父
老
を
召
集
し
て
竣
工
を
告
げ
、
ひ
ね
も
す
殿
閣
に

坐
し
て
命
名
を
諮
問
す
る
場
面
が
登
場
す
る
。
そ
こ
で
父
老
の
一
人
が
、「
済
州
島

は
北
に
大
海
原
が
広
が
り
、
南
に
樹
木
茂
れ
る
高
山
が
聳
え
て
い
る
。
冬
は
寒
か
ら

ず
、
夏
は
涼
し
い
。
ど
こ
に
で
も
蜜
柑
が
あ
り
、
駿
馬
が
い
る
。
山
の
緑
と
波
の

声
、
珍
し
い
花
と
奇く
す

し
き
草
を
目
の
当
た
り
に
す
べ
く
、
古
名
に
因
ん
で
『
万
景

閣
』
と
名
付
く
べ
し
」
と
回
答
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
高
得
宗
が
心
中
に
思
い
描

い
た
故
郷
の
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
、
父
老
に
仮
託
し
て
記
述
し
た
も
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
し
か
し
結
局
、
殿
閣
の
名
前
は
、
崔
海
山
の
意
向
に
沿
っ
て
儒
教
的
色
彩

の
濃
い
「
弘
化
閣
」
と
な
っ
た
顛
末
を
、
高
得
宗
は
長
々
と
叙
述
し
て
い
る
。
本
文

の
末
尾
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
命
名
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
記
し
た
「
弘
化
閣
記
」
の

み
な
ら
ず
、
建
物
に
掛
け
る
「
弘
化
閣
」
の
扁
額
も
、
高
得
宗
が
揮
毫
し
た
と
あ
る

が
、
現
存
す
る
扁
額
が
そ
れ
に
当
た
る
か
否
か
は
確
証
が
な
い
。

最
後
に
、「
弘
化
閣
記
」
の
成
立
の
背
景
に
つ
き
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点
を
提
示

し
た
い
。
そ
の
成
立
年
は
、
末
尾
の
年
紀
を
信
じ
れ
ば
、
正
統
二
年
（
一
四
三
七
）

正
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
、
済
州
安
撫
使
の
崔
海
山
が
中
枢
院
副

使
に
叙
任
さ
れ
た
の
は
、
世
宗
十
八
年
、
す
な
わ
ち
正
統
元
年
（
一
四
三
六
）
十
二

月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
叙
任
の
知
ら
せ
が
漢
城
か
ら
済
州
島
に
到
着
す
れ
ば
、
崔

海
山
は
当
然
す
み
や
か
に
同
地
を
離
任
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
非
常
に
微
妙

な
時
系
列
を
考
慮
す
る
と
、「
弘
化
閣
記
」
を
高
得
宗
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
撰
文
し

た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

一
つ
は
高
得
宗
が
済
州
島
で
撰
文
し
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。「
弘
化
閣
記
」

に
は
「
前
礼
曹
参
議
」
と
署
名
さ
れ
て
お
り
、
一
四
三
五
年
に
礼
曹
参
議
に
復
帰
し

た
後
、
何
ら
か
の
理
由
で
再
び
解
職
さ
れ
た
た
め
、
高
得
宗
は
故
郷
の
済
州
島
に

戻
っ
て
い
た
、
と
想
定
す
る
。
そ
し
て
前
年
夏
か
ら
済
州
島
に
赴
任
し
て
い
た
崔
海

山
と
交
遊
を
重
ね
、
彼
が
新
造
し
た
済
州
の
官
衙
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
つ
い
で

中
枢
院
副
使
の
叙
任
の
知
ら
せ
を
受
け
た
崔
海
山
が
、
済
州
島
か
ら
離
任
す
る
直
前

の
一
四
三
七
年
初
頭
に
、
高
得
宗
が
記
念
に
「
弘
化
閣
記
」
を
撰
文
し
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
仮
説
は
、
高
得
宗
は
漢
城
で
こ
の
「
弘
化
閣
記
」
を
作
成

し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
高
得
宗
は
「
前
礼
曹
参
議
」
と
し
て
漢
城
に
在
留
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
済
州
か
ら
中
央
の
軍
官
職
に
着
任
す
る
た
め
帰
京
し
た
崔
海
山
に

遭
遇
し
、
そ
こ
で
扁
額
と
記
文
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
た
。
済
州
官
衙
の
詳
細
な
描
写

は
、
崔
海
山
か
ら
伝
聞
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
作
文
し
、
崔
海
山
と
済
州
の
父
老
の

や
り
と
り
は
、
高
得
宗
が
潤
色
し
て
半
ば
創
作
し
た
、
と
考
え
る
説
で
あ
る
。
漢
詩

文
の
世
界
に
お
い
て
は
、
現
地
に
赴
い
た
上
で
の
実
景
描
写
が
必
ず
し
も
な
さ
れ
る

と
は
限
ら
ず
、
虚
構
の
世
界
を
叙
述
す
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
た
め
〔
伊
藤
幸

司
二
〇
一二
〕、
懐
か
し
の
故
郷
の
済
州
島
に
つ
き
、
高
得
宗
が
あ
ら
ん
限
り
の
想
像

力
を
駆
使
し
て
「
弘
化
閣
記
」

を
漢
城
に
お
い
て
撰
文
し
、

後
日
そ
の
記
文
と
扁
額
の
現

物
を
済
州
島
に
送
付
し
た
、

と
い
う
可
能
性
も
少
な
か
ら

ず
あ
ろ
う
。
な
お
崔
海
山
は
、

一
四
三
八
年
に
感
鏡
道
の
江

界
節
制
使
に
任
命
さ
れ
て
お

り
、
以
後
は
朝
鮮
北
部
の
国

境
地
帯
に
転
任
し
、
漢
城
か

ら
も
済
州
島
か
ら
も
遠
く
離

れ
た
地
に
居
し
た
（『
世
宗
』

20
年
6 
27
己
卯
）。

「
弘
化
閣
記
」
が
ど
こ
で

作
成
さ
れ
た
の
か
、
と
い

う
問
題
は
さ
て
お
き
、
高
得

弘化閣
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宗
が
詠
ん
だ
漢
詩
に
対
し
、
崔
海
山
が
応
酬
し
て
作
成
し
た
詩
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

「
弘
化
閣
記
」
の
末
尾
に
刻
ま
れ
て
い
る
高
得
宗
の
七
言
律
詩
に
対
す
る
次
韻
詩
で
、

『
耽
羅
島
誌
』
乾
「
館
宇
」（
天
理
大
学
今
西
文
庫
）
に
、
次
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。

　

拏
嶽
嵩
高
枕
海
頭　
　

孤
城
突
兀
峙
南
州

　

齊
風
靡
斷
幾
千
載　
　

郷
學
重
興
已
四
秋

　

鑿
井
耕
田
蒙
帝
力　
　

去
奸
辨
曲
蕩
民
愁

　

甞
聞
出
谷
遷
喬
木　
　

弘
化
應
傳
自
我
侯

《
読
み
下
し
》

　

拏な

嶽が
く

は
嵩す
う

高こ
う

に
し
て
海
頭
を
枕ま
く
らし

　

孤
城
は
突と
っ

兀こ
つ

と
し
て
南
州
に
峙そ
ば
だつ

　

斉
風
の
靡ま

断だ
ん

す
る
こ
と
幾い
く

千せ
ん

載ざ
い

　

郷
学
の
重じ
ゅ
う
こ
う

興
す
る
こ
と
已す
で

に
四よ
つ

秋と
せ

な
り

　

井
を
鑿う
が

ち
田
を
耕た
が
やす

に
帝て
い

力り
ょ
くを

蒙こ
う
むり

　

奸
を
去し
り
ぞけ

曲
を
弁た
だ

し
て
民み
ん

愁し
ゅ
うを

蕩な
が

す

　

嘗か
つ

て
聞
く　

谷
を
出
で
て
喬き
ょ
う
ぼ
く

木
を
遷う
つ

す
と

　

弘
化
は
応ま
さ

に
我
が
侯
よ
り
伝つ
た

う
べ
し

《
現
代
語
訳
》

　

漢
拏
山
は
高
く
聳そ
び

え
て
海
の
ほ
と
り
に
横
た
わ
り

　

ぽ
つ
ん
と
し
た
城
は
高
く
抜
き
ん
で
て
こ
の
南
の
州
に
そ
ば
だ
つ

　

古
代
の
斉
国
な
ら
ぬ
済
州
の
風
俗
が
衰
え
絶
え
て
幾
千
年

　

郷
土
の
学
校
が
再
度
復
興
し
て
す
で
に
四
年
が
過
ぎ
た

　

井
戸
を
掘
り
田
を
耕
す
の
に
帝
の
力
を
借
り

　

奸
賊
を
退
け
曲く
せ

事ご
と

を
正
し
て
人
民
の
悩
み
を
消
却
し
た

　

先
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
谷
を
出
で
老
樹
を
伐
り
だ
し
た
と
の
こ
と

　

殿
下
の
徳
を
弘
め
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
私
が
伝
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

右
の
崔
海
山
の
詩
は
、
高
得
宗
の
詩
と
同
じ
く
、
頭
・
州
・
秋
・
愁
・
侯
の
韻
字

を
踏
ん
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
冒
頭
で
漢
拏
山
の
こ
と
に
触
れ
つ
つ
、

済
州
島
の
古
い
風
俗
が
後
退
し
て
儒
教
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
島
内
の
開
発
が
進

ん
で
奸
賊
が
撃
退
さ
れ
悪
事
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
、
殿
閣
造
営
の
た
め
材
木
を
山

中
か
ら
伐
り
出
し
た
こ
と
、
国
王
の
徳
を
弘
め
る
「
弘
化
」
の
役
割
は
自
分
に
あ
る

こ
と
、
な
ど
か
ら
な
る
。
こ
の
詩
が
詠
ま
れ
た
の
が
済
州
島
な
の
か
漢
城
な
の
か
、

定
か
で
は
無
い
が
、
高
得
宗
の
詩
の
内
容
と
よ
く
対
応
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。な

お
「
弘
化
閣
記
」
は
、
後
世
編
纂
さ
れ
た
『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
巻
三
十
八

「
済
州
牧
」
の
「
宮
室
」
の
項
に
、「
甲
寅
秋
八
月
初
七
日
」
か
ら
「
請
予
書
弘
化
閣

三
字
、
以
掲
之
」
の
箇
所
に
限
っ
て
部
分
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
景
勝
」
の
項

に
、
済
州
島
の
地
理
的
特
徴
を
示
す
文
章
と
し
て
、「
弘
化
閣
記
」
に
あ
る
「
北
枕

巨
海
」「
南
對
崇
岳
」「
家
々
橘
柚
」「
處
々
驊
騮
」
の
対
句
表
現
が
引
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
『
耽
羅
島
誌
』
乾
は

「
弘
化
閣
記
」
の
全
文
を
引
用

し
、
崔
海
山
の
次
韻
詩
や
、
後

世
の
済
州
牧
使
の
金
泰
廷
（
宣

祖
二
年
〈
一
五
六
九
〉
文
科
及

第
者
）
に
よ
る
次
韻
詩
な
ど
を

収
録
す
る
。
た
だ
し
『
新
増
東

国
輿
地
勝
覧
』『
耽
羅
島
誌
』

と
も
に
、
正
統
二
年
の
年
紀
部

分
と
、
高
得
宗
の
署
名
部
分
を

引
用
し
て
い
な
い
た
め
、
い
つ

の
時
代
の
作
品
か
、
不
明
瞭
と

な
っ
て
い
る
。

済州島南西海岸から遠望した漢拏山（右奥）
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む
す
び
に
か
え
て

故
郷
の
済
州
島
に
対
し
、
高
得
宗
に
は
強
い
愛
着
が
あ
っ
た
。「
弘
化
閣
記
」
の

本
文
に
お
い
て
、「
予
は
郷き
ょ
う
じ
ん

人
也
（
私
は
こ
の
土
地
の
人
間
で
あ
る
）」
と
述
べ
、
署

名
部
分
に
お
い
て
も
「
郷
人
」
の
二
字
を
「
前
礼
曹
参
議
」
と
い
う
肩
書
き
の
上
に

わ
ざ
わ
ざ
冠
し
て
い
る
。
故
郷
の
人
々
へ
の
思
い
も
篤
い
。
一
四
二
五
年
、
彼
は
私

邸
で
催
し
た
宴
席
に
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
吐
い
た
と
い
う
。「
得
宗
、
登と
う

第だ
い

以

後
、
済
州
に
入
れ
ば
、
則
ち
多
く
良
馬
を
収
め
て
来
た
れ
り
。
交こ
も
ごも

権け
ん

貴き

と
結
び
、

能よ

く
威い

福ふ
く

を
済さ
い

人ひ
と

に
作な

せ
り
。
故
に
済
人
の
得
宗
に
事つ
か

う
る
こ
と
父
兄
の
如
し
（
わ

た
く
し
得
宗
は
、
科
挙
に
及
第
し
て
以
来
、
済
州
に
行
け
ば
、
た
く
さ
ん
の
良
馬
を

得
て
都
に
連
れ
て
き
た
。
高
い
出
自
の
権
勢
家
と
コ
ネ
を
作
り
、
済
州
の
人
た
ち
に

は
威
光
を
示
し
た
り
恩
を
着
せ
た
り
し
た
の
で
、
彼
ら
は
わ
た
く
し
得
宗
に
父
兄
の

よ
う
に
仕
え
る
）」
と
（『
世
宗
』
7
年
11 
23
戊
午
）。
そ
し
て
縁
族
の
文
邦
貴
の
汚
職

が
発
覚
し
た
時
は
、
高
得
宗
が
必
死
に
庇
い
立
て
し
た
た
め
罪
を
免
れ
、
つ
い
に
文

邦
貴
は
礼
賓
寺
判
官
に
叙
せ
ら
れ
た
と
豪
語
し
た
。
ま
さ
に
高
得
宗
は
済
州
島
の
出

世
頭
で
あ
り
、
中
央
官
僚
の
立
場
を
大
い
に
利
用
し
て
、
土
豪
勢
力
の
利
益
の
代
弁

者
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
る
。
そ
し
て
済
州
島
の
立
場
に
立
ち
、
様
々
な
献
策
や
提

言
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
時
、
彼
が
強
調
す

る
の
は
、「
弘
化
閣
記
」
で
も
「
其
の
地
は
薄う
す

く
民
は
貧
し
く
」
と
表
現
し
た
済
州
島

の
貧
し
さ
で
あ
る
。「
然し
か

し
て
済
州
は
土
地
磽ぎ
ょ
う
は
く

薄
に
し
て
、
農
人
の
家
、
南な
ん

畝ぽ

に
服ふ
く

勤き
ん

す
る
も
、
艱か
ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

は
其
の
功
に
百
倍
し
、
常
に
卒そ
つ

歳さ
い

に
無む

食し
ょ
くの

嘆
き
有
り
（
そ
し

て
済
州
は
土
地
が
石
こ
ろ
だ
ら
け
で
痩
せ
て
い
る
の
で
、
農
民
が
田
畑
を
一
生
懸
命

耕
し
て
も
、
か
か
る
苦
労
は
収
獲
の
百
倍
で
、
い
つ
も
年
末
に
は
食
物
が
無
く
な
っ

て
嘆
い
て
い
る
）」（『
世
宗
』
1
年
9 

11
癸
丑
）
と
。
故
に
政
府
は
済
州
島
に
対
し
て

格
別
の
配
慮
を
施
し
、
島
民
の
生
計
が
立
つ
よ
う
善
処
し
て
欲
し
い
、
と
提
言
す
る
。

そ
し
て
済
州
島
の
貧
困
を
語
る
高
得
宗
の
筆
致
は
、
後
に
通
信
使
の
正
使
と
し
て
往

復
す
る
対
馬
の
印
象
と
似
通
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
一
四
四
〇
年
、
日
本
の
京

か
ら
本
国
へ
帰
る
途
上
、
対
馬
島
主
宗そ
う

貞さ
だ

盛も
り

が
こ
う
語
っ
た
と
、
高
得
宗
は
朝
廷
に

報
告
し
た
。「
本
島
は
山さ
ん

石せ
き

磽ぎ
ょ
う
か
く

确
に
し
て
土
の
耕た
が
やす

べ
き
無
き
は
、
大た
い

人じ
ん

目
撃
す
る

也
（
対
馬
は
石
こ
ろ
だ
ら
け
で
耕
作
不
能
の
地
で
あ
る
こ
と
は
、
貴
殿
も
御
覧
に
な

ら
れ
た
で
し
ょ
う
）」
と
（『
世
宗
』
22
年
5 

29
庚
午
）。
こ
れ
は
貞
盛
の
口
に
仮
託

し
た
、
高
得
宗
の
対
馬
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
土
地
が
痩や

せ
こ
け
民
は

貧
し
い
対
馬
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
高
得
宗
は
、
済
州
島
の
情
景
と
重
ね
併

せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
対
馬
島
民
の
孤
草
島
出
漁
要
望
に
つ
き
、
高
得
宗
は
政

府
に
対
し
て
熱
心
に
取
り
次
い
で
い
る
。
そ
の
理
由
は
、「
殊し
ゅ

俗ぞ
く

を
待た
い

す
る
の
道
は
、

恩お
ん

信し
ん

以
て
撫ぶ

綏す
い

し
、
衣い

食し
ょ
く以

て
周し
ゅ
う
き
ゅ
う

急
に
す
れ
ば
、
乃す
な
わち

以
て
誠せ
い

服ふ
く

す
べ
し
（
異
国
人

の
待
遇
方
法
は
、
恩
義
を
も
っ
て
慈
し
み
と
安
心
を
与
え
、
生
業
を
速
や
か
に
成
り

立
た
せ
れ
ば
、
彼
ら
は
心
か
ら
服
従
す
る
で
あ
ろ
う
）」（『
世
宗
』
22
年
5 

29
庚
午
）

と
。
貧
し
さ
ゆ
え
に
「
海
寇
」
や
「
草
賊
」
が
横
行
す
る
済
州
島
の
現
状
を
知
る
高

得
宗
は
、
同
じ
く
貧
し
く
生
業
に
乏
し
い
対
馬
島
民
に
同
情
し
、
異
邦
人
に
出
境
漁

業
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

都
で
異
例
の
出
世
を
遂
げ
た
「
辺
境
人
」
の
高
得
宗
は
、
都み
や
こ
び
と

人
に
と
っ
て
は
、
ど

こ
ま
で
も
「
異
邦
人
」
で
あ
っ
た
。
司
憲
府
や
司
諌
院
な
ど
の
官
僚
は
、
彼
を
弾
劾

す
る
際
、「
得
宗
は
海
外
の
人
と
雖い
え
ども

、
元
よ
り
髫ち
ょ
う
ち稚

よ
り
京
都
に
来
学
し
、
第
位

を
捷し
ょ
う
か科

し
て
堂
上
官
に
至
る
（
高
得
宗
は
海
外
の
人
と
は
言
え
、
も
と
も
と
幼
年
の

頃
よ
り
漢
城
に
来
て
学
問
を
し
、
科
挙
に
及
第
し
て
堂
上
官
に
ま
で
出
世
し
た
）」

（『
世
宗
』
21
年
4 

21
戊
戌
）、
な
い
し
は
「
中
樞
院
副
使
の
高
得
宗
は
、
海か
い

島と
う
微び

生せ
い

を
以
て
す
る
も
、
特
に
上
恩
を
蒙こ
う
むり

、
位く
ら
いは

堂
上
に
至
れ
り
（
中
枢
院
副
使
の
高
得

宗
は
、
島
国
の
卑
し
い
生
ま
れ
で
あ
る
の
に
、
国
王
殿
下
の
恩
義
を
特
別
に
受
け

て
、
官
位
は
堂
上
官
に
ま
で
出
世
し
た
）」（『
世
宗
』
23
年
7 

19
癸
丑
）
な
ど
の
表

現
を
も
っ
て
彼
を
お
と
し
め
て
い
る
。
辺
境
人
の
分
際
で
出
世
を
遂
げ
、
世
宗
の
恩

義
を
笠
に
着
て
、
や
り
た
い
放
題
し
て
い
る
、
と
い
う
宮
仕
え
の
者
た
ち
の
激
し
い

嫉
妬
の
感
情
を
、
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
四
四
九
年
、
世
宗
の
薨
去
に
伴

い
新
た
に
即
位
し
た
文
宗
は
、
高
得
宗
に
対
す
る
司
憲
府
の
糾
弾
に
対
し
、
高
得
宗
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を
こ
う
評
し
て
切
り
捨
て
た
。「
得
宗
は
耽た
ん

羅ら

の
人
な
り
。
稍や

や
詩
律
に
工た
く

み
な
る

も
、
然し
か

し
て
性
本も
と

よ
り
利
を
貪む
さ
ぼり

、
浮ふ

誇こ

を
尚た
っ
とび

、
営
産
を
以
て
事
と
為な

し
、
名
節

を
顧か
え
りみ

ず
（
高
得
宗
は
耽
羅
の
人
で
あ
る
。
詩
作
は
ま
あ
ま
あ
上
手
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
本
性
は
、
利
益
を
む
さ
ぼ
り
浮
つ
い
た
こ
と
を
尊
ぶ
も
の
で
、
営
利
活
動
に

専
念
し
、
名
誉
や
節
度
に
は
目
も
掛
け
な
か
っ
た
）」（『
文
宗
』
即
位
年
10 

14
甲
申
）

と
。
最
後
の
文
宗
の
人
物
評
は
、
ひ
ど
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
半
分
は
当
た
っ
て
は

い
る
。
高
得
宗
の
言
動
を
見
る
と
、
交
易
に
よ
る
利
益
獲
得
に
対
し
、
常
に
積
極
的

に
肯
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
海
外
と
の
非
公
式
な
交
易
（「
弘
化
閣
記
」
に
見

え
る
「
入
番
の
輩
」
が
行
っ
た
も
の
）
を
、
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
済

州
島
人
の
高
得
宗
に
と
っ
て
は
、
何
ら
恥
じ
入
る
こ
と
の
無
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
。
し
か
し
都
人
の
目
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
態
度
は
い
か
に
も
無
節
操
な
も
の

に
映
り
、
嫌
悪
と
嫉
妬
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

済
州
島
に
対
す
る
眼
差
し
は
、
高
得
宗
「
弘
化
閣
記
」（
一
四
三
七
年
）
以
降
は
、

も
っ
ぱ
ら
本
土
の
知
識
人
の
記
録
が
占
め
る
。
申
叔
舟
（
一
四
一
七
～
七
五
）
が

済
州
牧
使
に
赴
任
す
る
金
好
仁
に
送
っ
た
送
別
詩
序
（
一
四
六
七
年
）
は
、
典
型

的
な
済
州
島
イ
メ
ー
ジ
が
記
さ
れ
て
い
る
（「
送
金
同
年
好
仁
安
撫
済
州
序
」『
保

閑
斎
集
』
巻
十
五
）。
申
叔
舟
は
高
得
宗
よ
り
一
世
代
後
の
文
人
で
、『
海
東
諸
国

紀
』（
一
四
七
一
年
）
の
著
者
と
し
て
名
高
い
。
右
の
送
別
詩
序
で
申
叔
舟
が
示
し

た
「
然し

か

れ
ど
も
商し
ょ
う
は
ん
ふ
く
そ
う

販
輻
輳
し
、
主し
ゅ

客か
く

雑ざ
つ

沓と
う

し
、
地
は
痩や

せ
民
は
貧
し
く
、
遺い

風ふ
う

悍か
ん

俗ぞ
く

、
尚な

お
存そ
ん

す
る
者
有あ

り
（
し
か
し
商
人
が
集
ま
っ
て
、
売
り
手
と
買
い
手
が
入
り

混
じ
り
、
土
地
は
痩
せ
て
人
民
は
貧
し
く
、
古
く
て
猛
々
し
い
風
俗
が
今
な
お
遺
っ

て
い
る
）」
と
い
う
済
州
島
観
は
、
交
易
と
貧
困
と
旧
俗
の
要
素
が
入
り
混
じ
っ
た

典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
と
同
時
に
、「
況い
わ

ん
や
州
の
西
は
中
国
の
明め
い

州し
ゅ
うに

値あ
た

り
、
東
は
日
本
の
九
州
に
当あ
た

り
、
南
は
瑠り
ゅ
う
き
ゅ
う

球
諸
島
に
通
ず
。
海か
い

賊ぞ
く

出し
ゅ
つ
ぼ
つ

没
し
、
滄そ
う

波は

阻そ

隔か
く

す
れ
ば
、
救
援
す
る
も
不
時
な
り
（
ま
し
て
や
済
州
の
西
に
は
中
国
の
明
州
に
行

き
当
た
り
、
東
に
は
日
本
の
九
州
に
当
た
り
、
南
は
琉
球
の
島
々
に
通
じ
て
い
る
。

海
賊
が
出
没
し
て
海
原
が
障
壁
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
つ
も
本
土
か
ら
救
援
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
）」
と
い
う
、
済
州
島
を
東
ア
ジ
ア
世
界
に
位
置
づ
け
た
地
理
認

識
は
、
非
常
に
斬
新
で
あ
り
画
期
的
な
認
識
で
あ
る
〔
藤
田
・
李
・
河
原
二
〇
〇
一
〕。

し
か
し
そ
う
し
た
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
済
州
島
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
世
に
な
る
ほ
ど

後
退
し
て
ゆ
き
、
一
五
二
〇
年
の
金
浄
「
済
州
風
土
録
」（『
冲
庵
先
生
集
』
巻
四
）

な
ど
、
十
六
世
紀
の
中
央
官
人
の
済
州
島
イ
メ
ー
ジ
は
、
異
俗
の
辺
境
地
と
し
て

あ
か
ら
さ
ま
に
見
下
し
た
も
の
と
な
る
。
金
浄
（
一
四
八
六
～
一
五
二
一
）
は
、
中

央
の
政
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
済
州
島
に
配
流
さ
れ
た
人
物
で
、
心
が
さ
さ
く
れ
立
っ

て
い
た
の
か
、
見
る
も
の
聞
く
も
の
何
も
か
も
、
お
気
に
召
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。「
此
の
邑ゆ
う

の
風
土
は
、
別
け
て
是
れ
一
区
な
り
。
事
々
殊こ
と

に
異
な
り
、
動や
や

も
す

れ
ば
吁う

駭が
い

す
べ
し
。
一
つ
も
観み

る
べ
き
無
し
。
気
候
は
冬
は
或
い
は
温
か
く
夏
は
或

い
は
涼
し
。
変へ
ん

錯さ
く

し
て
恒つ
ね

無
し
。
風
気
は
暄け
ん

の
似ご
と

し
。
人
を
し
て
甚は
な
はだ

尖せ
ん

利り

な
ら
し

む
。
人
の
衣
食
は
節せ
っ

し
難が
た

し
。
故
に
疾や
ま
いを

生
じ
易や
す

く
、
加
え
て
雲う
ん

霧む

を
以
て
恒つ
ね

に
陰い
ん

翳え
い

し
、
霽は
れ

を
開
く
こ
と
少
な
し
（
こ
の
地
の
風
土
は
、
独
特
な
一
領
域
と
な
っ
て
い

る
。
物
事
が
非
常
に
異
な
っ
て
い
て
、
驚
き
嘆
く
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
見
る
べ
き

も
の
は
何
も
無
い
。
気
候
は
冬
は
温
か
く
夏
は
涼
し
い
。
変
化
が
激
し
く
安
定
し
な

い
。
風
は
晩
春
の
風
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
人
は
利
益
に
敏
感
と
な
る
。
人
は

衣
食
を
管
理
す
る
の
が
難
し
い
。
た
め
に
病
気
に
な
り
易
い
。
さ
ら
に
は
雲
と
霧
の

た
め
に
、
常
に
曇
天
で
、
空
が
晴
れ
る
こ
と
は
少
な
い
）」
云
々
と
、
鬼
界
ヶ
島
の

俊
寬
僧
都
の
よ
う
な
嘆
き
節
が
続
く
。
気
候
は
寒
か
ら
ず
暑
か
ら
ず
で
、
蜜
柑
と
良

馬
が
あ
ふ
れ
る
良
い
所
、
と
い
っ
た
高
得
宗
が
語
る
と
こ
ろ
の
楽
観
的
な
済
州
島
イ

メ
ー
ジ
と
は
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
立
場
が
変
わ
れ
ば
同
じ
対
象
で
も
全
く
別
に

目
に
映
る
事
例
と
し
て
、
こ
の
済
州
島
イ
メ
ー
ジ
は
、
今
後
と
も
研
究
対
象
に
す
べ

き
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
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（
早
稲
田
大
学
商
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
七
日
受
付
、
二
〇
二
〇
年
七
月
九
日
審
査
終
了
）

（
1
）　

こ
の
「
釣
魚
禁
約
」
は
、い
わ
ゆ
る
孤
草
島
釣
魚
禁
約
を
指
す
が
、〔
米
谷
二
〇
一
九
〕
で
は
、

高
得
宗
が
口
添
え
を
し
た
一
四
四
〇
年
に
成
立
し
た
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。「
釣
魚
禁
約
」

が
成
立
し
た
の
は
、
翌
一
四
四
一
年
の
誤
り
で
あ
る
。
訂
正
し
た
い
。

（
2
）　

済
州
島
が
新
羅
の
時
代
に
本
土
に
帰
服
し
た
、
と
高
得
宗
は
認
識
し
て
い
る
が
、
同
地
に
地

方
官
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
高
麗
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

（
3
）　

一
四
三
〇
年
に
済
州
島
に
出
現
し
た
倭
船
一
件
に
つ
き
、〔
米
谷
二
〇
一
九
〕
で
は
高
得
宗

が
こ
の
倭
船
と
交
戦
し
て
倭
人
九
名
を
斬
殺
し
た
と
記
し
た
が
、
こ
れ
は
実
録
の
該
当
記
事

を
読
み
間
違
え
た
も
の
で
、
交
戦
し
た
の
は
済
州
安
撫
使
の
金
恰
で
あ
る
。
修
正
し
た
い
。

註伊
藤
幸
司　

二
〇
一
二　
「
遣
明
船
時
代
の
日
本
禅
林
―
芳
澤
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
に
か
え
て
―
」

（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
三
五
号
）

高
橋
公
明　

一
九
八
七　
「
中
世
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
海
民
と
交
流
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部

研
究
論
集
』
史
学
第
三
三
号
）

高
橋
公
明　

一
九
九
〇　
「
済
州
島
出
身
の
官
僚
高
得
宗
に
つ
い
て
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究

論
集
』
史
学
第
三
六
号
）

藤
田
明
良　

一
九
九
七　
「
蘭
秀
山
の
乱
と
東
ア
ジ
ア
の
海
域
世
界
―
一
四
世
紀
の
舟
山
群
島
と
高

麗
・
日
本
―
（『
歴
史
学
研
究
』
第
六
九
八
号
）

藤
田
明
良
・
李
善
愛
・
河
原
典
史　

二
〇
〇
一　
「
島
嶼
か
ら
見
た
朝
鮮
半
島
と
他
地
域
の
交
流

　

―
済
州
島
を
中
心
に
」（『
青
丘
学
術
論
叢
』
第
一
九
集
）

米
谷　

均　

二
〇
一
九　
「
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
済
州
島
の
イ
メ
ー
ジ
」（『
歴
博
』
二
一
三
号
）
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